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（出典）中央教育審議会「2040年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申）」（平成30年11月26日）
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資料18

（出典）文部科学省「令和元年版科学技術白書」（令和元年5月）

令和元年版科学技術白書
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（出典）学術分科会人文学・社会科学特別委員会「人文学・社会科学を軸とした学術知共創プロジェクト
　　　（審議のまとめ）」（令和3年1月22日）

－設置等の趣旨（資料）－60－



「我が国産業における人材力強化に向けた研究会」 
（人材力研究会） 

報告書 

平成３０年３月 
経済産業省 
中小企業庁 

資料20
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（２） 「人生 100 年時代の社会人基礎力」とは

 これまでの議論を踏まえ、「人生 100 年時代の社会人基礎力」は、これまで以

上に長くなる個人の企業・組織・社会との関わりの中で、ライフステージの

各段階で活躍し続けるための力として定義する。

 「人生 100 年時代の社会人基礎力」は、「社会人基礎力」の３つの能力／12

の能力要素を内容としつつ、能力を発揮するにあたって、「学び（何を学ぶ

か）」、「統合（どのように学ぶか）」、「目的（どう活躍するか）」という３つの

視点のバランスを図ることが、自らのキャリアを切りひらいていく上で必要

と位置付ける。 

（３） 新たな３つの視点の位置づけ

 「学び（何を学ぶか）」とは、学び続けることを学ぶことであり、自らの強み

を強化し弱みを補完して能力を発揮するための力として、「考え抜く力」がよ

り一層重要となる。

 「統合（どのように学ぶか）」とは、自らの視野を広げて、自己の多様な体

験・経験や能力と多様な人々の得意なものを組み合わせて、目的の実現に向

けて統合することであり、持ち寄って価値を創出するために「考え抜く力」

や「チームで働く力」がより一層重要となる。

 「目的（どう活躍するか）」とは、自己実現や社会貢献に向けて行動すること

であり、価値の創出に向けた行動を促すための力として、「前に踏み出す力」

がより一層重要となる。

 「学び」、「統合」、「目的」の３つ視点のバランスを図り続けることにより、

変化する社会の中における自らの立ち位置が常に相対化され、VUCA 時代を生

き抜くための「キャリア・オーナーシップ」を個々人が見定めることにつな

がる。 

（出典）経済産業省・中小企業庁「我が国産業における人材力強化に向けた研究会（人材力研究会）報告書」
　　　（平成30年3月）

－設置等の趣旨（資料）－62－
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－設置等の趣旨（資料）－65－



（出典）中央教育審議会「2040年に向けた高等教育のグランドデザイン（答申）」（平成30年11月26日）
－設置等の趣旨（資料）－66－
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（出典）大阪経済大学 100 周年ビジョン「DAIKEI 2032」 －設置等の趣旨（資料）－69－
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「関⻄ビジョン2030」
概要版

Kansai Vision
2030

資料24

（出典）公益社団法人関西経済連合会「関西ビジョン2030」概要版（令和2年）
－設置等の趣旨（資料）－70－
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3-2. 関経連の取り組みの⽅向性 〜7本の⽮〜 23

•通勤⼿当の⾮課税枠の拡⼤
（新幹線通勤）

ユニバーサルなまち

働く場として魅⼒ある企業の情報発信

暮らしやすさにつながる
シビックプライドの醸成

ｳｫｰﾀｰﾌﾛﾝﾄ開発、回遊性の向上などヒト中⼼のまちづくりの提案、魅⼒の情報発信

■健康寿命拡⼤につながる健康経営・⽣涯スポーツの振興

アジアをはじめとする
世界との双⽅向のつながりの強化

企業を舞台に活躍したいヒト（まずは⼥性・留学⽣）、
様々な分野で世界に先駆けるヒト（起業家、トップアスリート、アカデミアなど）、
⼀つの組織にとらわれない・雇⽤によらない働き⽅を選択するヒト

■「アジア・ビジネス創出プラットフォーム(ABCプラットフォーム)」 推進

外国⼈視点での魅⼒向上・発信、インバウンドの復活・拡⼤に向けた
先駆的な取り組み提案

■世界における交流拠点としての機能強化

■道州制を含む分権・分散型社会に向けた働きかけ

■雇⽤の多様性と流動性の向上に向けた取り組み

道州制実現につながる
地⽅分権・広域⾏政の促進

（テーマ例︓地⽅の活性化や災害対応、エネルギー・環境問題、各社会課題など）

プロジェクトＤＸ in 関⻄

■地域としてのDX推進の諸⽅策をとりまとめたブループリントの策定 〜「関⻄DX戦略2025(仮称)」 〜

■関⻄広域連合の機能強化に向けた取り組み

三⽅よしにもとづく
「⺠の⼒」を効果的に発揮する仕組みづくり

あっちこっち関⻄・イノベーションプロジェクト

■企業や⼤学などの枠を超えた協業や研究開発の活性化につながる
イノベーション・エコシステムの構築

多様な⼈材が能⼒を最⼤限発揮できる環境整備 ⼼⾝ともに健やかになる活⼒ある地域づくり

■スポーツ先進地域に向けた取り組み

■関⻄各地におけるイノベーション創出や社会課題の解決に向けた
多様な主体による混じり合い・協業を促す仕組みづくり

広域の視点で実施すべき施策に必要な権限・財源の⼤胆な移譲に向けた提案

①

③ ④

②

⑤ ⑥

⑦

企業の雇⽤制度・⼤学教育のあり⽅、各法制度などに関する先駆的な課題提起

「する」「みる」「ささえる」スポーツの活性化、ワールドマスターズゲームズ2021関⻄のレガシーを
創出・継承する仕組みづくり

■⽂化の継承・発展に向けた取り組み、豊かな⼈⽣につながる学びの場の
創出に向けた検討

■健康・医療分野におけるデータ利活⽤の推進■活躍の場を求めるヒトを惹きつけ育むNo.1地域に向けた実践

■多様なステークホルダーを意識した新たな時代における
企業が果たすべき役割のあり⽅を浸透させるための仕組みの提唱

■⾏政などと企業の連携強化に向けた取り組み

－設置等の趣旨（資料）－71－



（大阪の将来像を導くにあたっての基礎資料）

資 料 編

資料25万博のインパクトを活かした大阪の将来に向けたビジョン

（出典）大阪府「万博のインパクトを活かした大阪の将来に向けたビジョン資料編」（令和2年3月）
－設置等の趣旨（資料）－72－
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○ 本資料は、「万博のインパクトを活かした大阪の将来像」を描くにあたって、有識者ワー

キングでの議論の素材として作成したもの。

○ 構成としては、「１、大阪の歴史」において、これまでの大阪の歩みを俯瞰したうえで、

「２、歴史から導かれる大阪の特色」において、歴史から培われた特色を整理。

そのうえで「３、現在の大阪の位置・ポテンシャル」で大阪の経済等の現状を分析。

○ あわせて、 「４、世界の都市」において、世界の都市論や各都市の発展モデルを分析し、

「５、過去の国際博覧会等」において、これまでの万博から今後の万博、万博と地域・世

界との関係の示唆を得るとともに、「６、今後の将来予測」を踏まえて、「万博のインパク

トを活かした大阪の将来像」を導くアプローチ。

－設置等の趣旨（資料）－73－
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強 み

■アジアを中心とする世界とのつながり

・近年、アジアを中心にインバウンドは大きく増加。直近の10年間でインバンドは約７倍に増加（2018年：1142万人）

・主な輸出入先はアジア（全体の約６割程度のシェア）。大阪産業局では、アジア5地域（インド、インドネシア、タイ、ベトナム、ミャンマー）に大阪ビジネスサポートデスクを設置。

■バランスのとれた産業構造

・製造業からサービス業に経済の比重が移る中で、バランスの取れた産業構造は、今後の発展の強みとなるもの。

■ライフサイエンス分野の集積

・研究機関、大学等の集積（医薬基盤・健康栄養研究所、国立循環器病研究センター、大阪大学など）

・医薬品事業所数（全国２位）、医療機器事業所数（全国４位）

・特区制度を活用した医薬品・医療機器等の開発に向けた支援等の環境整備

■新エネルギー産業の集積

・大阪・関西には、リチウムイオン電池等の生産拠点が多数立地。世界最大級の大型蓄電池システムの試験・評価施設が咲洲に開所。

・リチウムイオン電池の全国輸出金額における関西(2府4県)のシェアは70.1%(2019年)

■大学等の集積

・東京に次ぐ大学の集積（55校（H28））

・大阪府立大学と大阪市立大学の統合に向けた取組み。

■豊かな食文化、歴史的・文化的蓄積

・大阪の寺院数は、全国２位。また、大阪には国宝が62件（全国の約6％）、重要文化財が615件（全国の約5％）が存在。さらに百舌鳥・古市古墳群が世界遺産登録な

ど、歴史的・文化的遺産が豊富。

・歴史的な資産にくわえ、伝統芸能、最新のエンターテインメント、豊かな食文化など多彩な都市魅力を有している。ＩＲの立地に向けた取組を推進。

■交通インフラの充実

・我が国初の完全２４時間空港である関西国際空港や国際コンテナ戦略港湾に指定されている阪神港などの国際インフラを備えている。

・都心を中心に放射状に延びる鉄道網が整備されており、大阪市の駅密度は日本一高く、高密度な鉄道網を有している。

■災害対応力

・阪神・淡路大震災や大阪北部地震、台風等の災害の教訓。南海トラフ等地震に対する防潮堤の液状化や水門耐震など対策を2023年度までに実施。

■海外からの留学生

・高等教育機関受入の留学生数は全国２位。近年、ベトナムからの留学生を中心に増加。

■気質・府民意識

・寛容性に富み、進取の気質を持つ。歴史的に社会貢献の精神も持つ。

※主に国内的な分析であり、
今後、国際的な観点での分析も検討

・これまでの「現在の大阪の位置・ポテンシャル」で述べてきた内容を中心に「強み・弱み」として整理。

３ 現在の大阪の位置・ポテンシャル（９）大阪の強みと弱み

128－設置等の趣旨（資料）－75－



弱 み

□東京一極集中

・飛行機や新幹線による東京への大幅な移動時間の短縮や、グローバル化の進展などによって東京への一極集中が進んだ。

→人口流出に加え、本社機能、企業の研究開発機能、主要メデイア等の情報発信機、文化創造活動等

□さらなるイノベーションの促進

・国際特許出願件数が、東京に次いで全国２番目であるが、東京とは出願件数に大きな開き。経年で見ても伸び悩んでいる状況。

・府内企業の研究開発に係る投資は弱含み。

□女性、高齢者、障がい者の低い就業率

・女性や高齢者の就業率は、近年上昇しているものの、依然として、全国平均を下回っている状況。

・障がい者雇用については、法定雇用率達成企業の割合は増加しているものの、全国平均を下回る状況。障がい者実雇用率も同様の状況。

□非正規労働者の割合や可処分所得の減少

・非正規の全体の割合は、３割を超えており、全国によりも高い状況。

・府民一人あたりの雇用者報酬は、全国的に高い位置にあるが、一人あたりの府民所得をみると、全国７〜９位で推移しているが、近年、一人あたりの可処分所得は減少傾向。

□平均寿命と健康寿命

・平均寿命、健康寿命ともに、男女ともに全国平均を下回る状況。

□教育の充実

・「全国学力・学習状況調査」の結果については、改善傾向にあるものの、依然として全国平均を下回っている教科がある状況。

□治安

・全刑法犯の認知件数は過去最多であった平成13年から着実に減少しているものの、人口10万人当たりの認知件数では依然として全国ワースト１

□インフラの老朽化、空家の増加、密集市街地

・高度経済成長期以降に整備された老朽化の進んだインフラが増加。

・過去20年間で、空家率が約1.2倍に増加（2018年：15.2%）

・「地震時等に著しく危険な密集市街地」が全国最大規模

□都市におけるみどり不足

・大阪府の人口1人あたりの都市公園面積（5.8㎡／人）は全国最下位。これは世界の大都市（ロンドン、パリ、ニューヨーク）の半分以下。

□国際化への対応（国際会議、外国人の受入環境）

・外国人と地域住民がともに暮らし、支え合う共生社会づくりが求められている。

・新たな在留資格「特定技能」では、今後5年間で、全国で最大345,150人（府は2万人程度(試算)）の受入れ見込み。円滑な受入に向けた取組が必要。

・国際会議については、東京や福岡、京都を下回っている状況、Ｇ20大阪サミットの開催を契機に、今後の国際会議の増加が期待される。

□大阪のイメージ

・大阪のイメージは、「治安が悪い」、「まちが汚い、ごみごみしている」といったイメージ

３ 現在の大阪の位置・ポテンシャル（９）大阪の強みと弱み
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国際共創学部カリ キュラム概念図（ 教育研究上の理念・ 目的、 養成する人材像ならびに3ポリ シーの関係図）

グローバルな視点で社会や経済を見据え、 多文化への理解にもとづき、 人々と未来を共に創り 出していく こと

「 社会・ 文化」 「 経済・ 経営」 分野を基盤と し 、 本質的な課題を発見し （ 洞察力） 、 多様な人々の考えを理解し 、 信頼関係の構築に取り 組みながら（ 共感力） 、 解決に向けて立案し （ 構想力） 、 主体的に行動
できる（ 実践力） を備えた「 グローバル人材」 を養成すること

教育研究上の
理念・ 目的

理念

目的

４ ） 未来社会に向けた事業を創造す
るための知識と戦略的な手法を学び
社会に貢献する人材
（ 総合商社、 外資系企業、 総合広告
代理店等）

（ 国際共創学部CP２ ） 【 対応科目： 基盤科目・ 専門科目・ 発展科目】
対応するDP： ①洞察力、 ②構想力、 ③知識、 ④技能、 ⑤共感力、 ⑥実践力

学科専攻科目の基盤科目、 専門科目及び発展科目では、 専門的な知識・ 技能、 実践的な語学
力、 国際感覚と多様な価値観に基づく 柔軟な洞察力・ 構想力、 多様な人々と共創できる共感
力・ 実践力を身につける科目を編成する。

（ 国際共創学部CP３ ） 【 対応科目： 演習科目】
対応するDP： ①洞察力、 ②構想力、 ③知識、 ④技能、 ⑤共感力、 ⑥実践力

養成する人材像

想定される進路

ディ プロマ・ ポリ シー
( DP)

１ ） 様々な地域の特性や文化に関す
る知識とグローバルな視点を持ち国
際社会で活躍する人材
（ 企業のグローバル部門・ 企画部
門・ 営業部門、 貿易業や総合商社・
旅行代理業の企業等）

② 関心のある「 社会・ 文化」 「 経済・ 経営」 の課題に
対して、 解決に向けて立案できる（ 構想力） 。

① グローバルな視点を持って、 本質的な課題につい
て、 発見し 、 考察できる（ 洞察力） 。

国内外の地域が抱える社会・ 経済課
題に対応するため、 多様な価値観や
文化への関心を持ち、 地域性を考慮
したグローバルな視点とローカルな
視点を合わせ持つ多面的な見方・ 考
え方によって、 新たな解決に貢献で
きるグローバル人材

カリ キュラム・ ポリ シー
（ CP）

３ ） 人々が暮らす社会や地域をデザ
インするための知識と実現に向けた
考え方を持ち地域社会に貢献する人
材
（ NPO・ NGO、 国家公務員・ 地方公務
員等）

２ ） 国際社会の仕組みに関する知識
と課題解決に向けた方策を学び国際
社会に貢献する人材
（ NPO・ NGO、 外資系企業、 企業のグ
ローバル部門・ 企画部門・ 営業部
門、 国家公務員等）

アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シー
（ AP）

・ 他者と積極的にコミ ュニ
ケーショ ンを図り 、 多様な
文化的背景を持つ人々とつ
ながり 、 切磋琢磨すること
に意欲をもつ者。

・ 入学後の学修に必要とな
る基礎的な知識を修めてい
る者。

・ 経済や社会の課題に関心
を持ち、 論理的に考え、 表
現するための基礎的な力を
もつ者。

（ 国際共創学部AP１ ）

（ 国際共創学部AP２ ）

（ 国際共創学部AP３ ）

これらの教育課程における各科目の学生の成績については、 シラバスに記載する成績評価方法
（ 「 定期試験」 「 レポート 」 「 発表」 等） を用いて評価する。
また、 本学の「 アセスメ ント ・ プラン」 に基づき、 様々な角度からの評価（ GPAや単位修得状
況、 カリ キュラムマッ プ、 外部アセスメ ント テスト 等） をすることにより 、 学生の学修成果を
測定すると と もに、 教育課程全体の評価・ 検証の状況を把握し 、 改善につなげていく 。 なお、
各授業科目の評価・ 検証については、 担当者以外の教員によるシラバス相互チェ ッ クによって
質の保証を担保する。 く わえて、 授業評価アンケート を学生に対し実施することで、 教育課程
の改善につなげていく 。

（ 国際共創学部DP3） 【 共感力・ 実践力】

国際共創学部の学びの基盤となる演習（ ゼミ ナール） 科目を各年次において必修科目として編
成する。
・ 1年次に専任教員が担当する「 アカデミ ッ クスキルⅠ」 「 アカデミ ッ クスキルⅡ」 を置き、 大
学で主体的に学ぶう えでの意識と技能（ 思考力・ 情報活用力） を身につける。
・ 演習科目では、 各学問領域からのアプローチ（ 知識） により 課題を発見し 、 継続的な調査・
研究をすることで、 専門的な課題解決に必要な力（ 洞察力、 構想力、 共感力、 実践力） を身に
つける。

（ 国際共創学部DP1） 【 洞察力・ 構想力】

（ 基盤科目） 対応するDP： ①洞察力、 ②構想力、 ③知識、 ④技能
・ 「 社会・ 文化」 「 経済・ 経営」 の基礎的な知識及び技能（ 語学力・ 思考力・ 情報活用力） に
ついて学び、 グローバルな視点で社会・ 経済課題を洞察・ 構想するために必要となる基礎知識
と基礎能力を身につける。

（ 専門科目） 対応するDP： ①洞察力、 ②構想力、 ③知識、 ④技能
・ 専門科目は、 専門知識の基礎を形成する基幹科目と 、 専門性を高める４ つの領域（ グローバ
ル文化領域、 国際社会領域、 政策デザイン領域、 社会創造領域） から構成される領域科目に区
分し 、 体系的・ 段階的な学修を通じて、 専門的知識・ 専門的技能と洞察力・ 構想力を身につけ
る。

（ 発展科目） 対応するDP： ①洞察力、 ②構想力、 ⑤共感力、 ⑥実践力
・ 発展科目は、 共創科目と英語アド バンスト 科目に区分し 、 共創科目群では現地での体験等を
通じて洞察力、 構想力、 共感力、 実践力を身につけ、 英語アド バンスト 科目群では、 洞察力、
構想力、 共感力、 実践力の基盤となるより 高い英語力を身につける。

（ 国際共創学部CP１ ） 【 対応科目： 全学共通科目】
対応するDP： ①洞察力、 ②構想力、 ③知識、 ④技能

全学共通科目では、 幅広い教養の修得や学びの土台づく り のために、 語学科目・ 広域科目を編
成する。
・ 語学科目では、 多文化理解を深めると と もにコミ ュニケーショ ン能力を身につける。
・ 広域科目では、 人文科学・ 社会科学・ 自然科学の科目群と 、 キャリ ア形成科目において、 幅
広い教養と生涯にわたって生き抜く ための知識と考え方を身につける。

③ 国内外の「 社会・ 文化」 「 経済・ 経営」 に関する知
識を身につけている（ 知識） 。

⑥ 多様な文化的背景を持つ人々とつながり 、 共創に向
けて行動できる（ 実践力） 。

⑤ 語学を活用し 、 多様な人々の考えを理解し 、 コミ ュ
ニケーショ ンをとることができる（ 共感力） 。

④ 国内外の情報や知見を収集・ 調査・ 分析することが
できる（ 技能） 。

（ 国際共創学部DP2） 【 知識・ 技能】

資料26
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ｸﾞ ﾛ ﾊー゙ ﾙ文化領域： 様々な地域や文化に関する知識と 多面的な特性を学ぶ領域

国際社会領域： 国際社会の仕組みに関する知識と 課題解決に向けた方策を学ぶ領域

政策ﾃ゙ ｻ゙ ｲﾝ領域： 人々が暮ら す社会や地域をﾃ゙ ｻ゙ ｲﾝするための知識と 実現に向けた考え方を学ぶ領域

社会創造領域： 未来社会に向けた事業を創造するための知識と 実践的な手法を学ぶ領域

必修科目
選択必修科目
選択科目

経済情報分析

国際共創学部カ リ キュ ラ ム概念図（ 3ポリ シーと 教育課程の関係図）

４ ） 未来社会に向けた事業を創造
するための知識と 戦略的な手法を
学び社会に貢献する人材
（ 総合商社、 外資系企業、 総合広
告代理店等）

３ ） 人々が暮ら す社会や地域をデ
ザイ ンするための知識と 実現に向
けた考え方を持ち地域社会に貢献
する人材
（ NPO・ NGO、 国家公務員・ 地方公
務員等）

２ ） 国際社会の仕組みに関する知
識と 課題解決に向けた方策を学び
国際社会に貢献する人材
（ NPO・ NGO、 外資系企業、 企業の
グローバル部門・ 企画部門・ 営業
部門、 国家公務員等）

１ ） 様々な地域の特性や文化に関
する知識と グローバルな視点を持
ち国際社会で活躍する人材
（ 企業のグローバル部門・ 企画部
門・ 営業部門、 貿易業や総合商
社・ 旅行代理業の企業等）

国内外の地域が抱える社会・ 経済
課題に対応するため、 多様な価値
観や文化への関心を持ち、 地域性
を考慮し たグローバルな視点と
ローカ ルな視点を合わせ持つ多面
的な見方・ 考え方によっ て、 新た
な解決に貢献でき るグローバル人
材

（ 国際共創学部AP２ ）

・ 経済や社会の課題に関心
を持ち、 論理的に考え、 表
現するための基礎的な力を
も つ者。

対応するDP： ①洞察力、 ②構想
力、 ③知識、 ④技能
全学共通科目では、 幅広い教養の
修得や学びの土台づく り のため
に、 語学科目・ 広域科目を編成す
る。
・ 語学科目では、 多文化理解を深
めると と も にコ ミ ュ ニケーショ ン
能力を身につける。
・ 広域科目では、 人文科学・ 社会
科学・ 自然科学の科目群と 、 キャ
リ ア形成科目において、 幅広い教
養と 生涯にわたっ て生き 抜く ため
の知識と 考え方を身につける。

（ 国際共創学部DP2）
【 知識・ 技能】

選択外国語科目

（ 国際共創学部DP3）
【 共感力・ 実践力】

⑤ 語学を活用し 、 多様な人々の
考えを理解し 、 コ ミ ュ ニケーショ
ンをと るこ と ができ る（ 共感
力） 。

④ 国内外の情報や知見を収集・
調査・ 分析するこ と ができ る（ 技
能） 。

③ 国内外の「 社会・ 文化」 「 経
済・ 経営」 に関する知識を身につ
けている（ 知識） 。

都市デザイ ン論
環境デザイ ン論

アート マネジメ ント
中小企業政策

ローカ ルガバナンス論

ボラ ンティ ア論
地域イ ノ ベーショ ン

情報産業論
観光産業論

社会的企業論

国際関係論

公共政策

（ 国際共創学部CP３ ）
【 対応科目： 演習科目】

対応するDP： ①洞察力、 ②構想
力、 ③知識、 ④技能、 ⑤共感力、
⑥実践力
国際共創学部の学びの基盤と なる
演習（ ゼミ ナール） 科目を各年次
において必修科目と し て編成す
る。
・ 1年次に専任教員が担当する
「 アカ デミ ッ ク スキルⅠ」 「 アカ
デミ ッ ク スキルⅡ」 を置き 、 大学
で主体的に学ぶう えでの意識と 技
能（ 思考力・ 情報活用力） を身に
つける。
・ 演習科目では、 各学問領域から
のアプローチ（ 知識） により 課題
を発見し 、 継続的な調査・ 研究を
するこ と で、 専門的な課題解決に
必要な力（ 洞察力、 構想力、 共感
力、 実践力） を身につける。

こ れら の教育課程における各科目の学生の成績については、 シラ バスに記載する成績評価方法（ 「 定期試験」 「 レポート 」 「 発表」 等） を用いて評価する。
また、 本学の「 アセスメ ント ・ プラ ン」 に基づき 、 様々な角度から の評価（ GPAや単位修得状況、 カ リ キュ ラ ムマッ プ、 外部アセスメ ント テスト 等） をするこ と により 、 学生の学修成果を測定すると と も に、 教育課程全体の評価・ 検証の状況を把握し 、 改善につなげていく 。 なお、 各授業
科目の評価・ 検証については、 担当者以外の教員によるシラ バス相互チェ ッ ク によっ て質の保証を担保する。 く わえて、 授業評価アンケート を学生に対し 実施するこ と で、 教育課程の改善につなげていく 。

・ 他者と 積極的にコ ミ ュ ニ
ケーショ ンを図り 、 多様な
文化的背景を持つ人々と つ
ながり 、 切磋琢磨するこ と
に意欲をも つ者。

区分内で関連する
科目

区分を越えて関連
する科目

情報化社会と 技術
社会調査法入門

ﾃ゙ ﾀー分析と 活用
ﾛｼ゙ ｶﾙｼﾝｷﾝｸﾞ

Basi c Engl i sh A

（ 国際共創学部AP１ ）

・ 入学後の学修に必要と な
る基礎的な知識を修めてい
る者。

アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シー
（ AP）

カ リ キュ ラ ム・ ポリ シー
（ CP）

1年

（ 国際共創学部AP３ ）

（ 国際共創学部CP１ ）
【 対応科目： 全学共通科目】

（ 国際共創学部CP２ ）

対応するDP： ①洞察力、 ②構想
力、 ③知識、 ④技能、 ⑤共感力、
⑥実践力
学科専攻科目の基盤科目、 専門科
目及び発展科目では、 専門的な知
識・ 技能、 実践的な語学力、 国際
感覚と 多様な価値観に基づく 柔軟
な洞察力・ 構想力、 多様な人々と
共創でき る共感力・ 実践力を身に
つける科目を編成する。

（ 基盤科目） 対応するDP： ①洞察
力、 ②構想力、 ③知識、 ④技能
・ 「 社会・ 文化」 「 経済・ 経営」
の基礎的な知識及び技能（ 語学
力・ 思考力・ 情報活用力） につい
て学び、 グローバルな視点で社
会・ 経済課題を洞察・ 構想するた
めに必要と なる基礎知識と 基礎能
力を身につける。

国際経済論
国際社会論

経済学概論Ⅱ

2年 3年

（ 専門科目） 対応するDP： ①洞察
力、 ②構想力、 ③知識、 ④技能
・ 専門科目は、 専門知識の基礎を
形成する基幹科目と 、 専門性を高
める４ つの領域（ グローバル文化
領域、 国際社会領域、 政策デザイ
ン領域、 社会創造領域） から 構成
さ れる領域科目に区分し 、 体系
的・ 段階的な学修を通じ て、 専門
的知識・ 専門的技能と 洞察力・ 構
想力を身につける。

（ 発展科目） 対応するDP： ①洞察
力、 ②構想力、 ⑤共感力、 ⑥実践
力
・ 発展科目は、 共創科目と 英語ア
ド バンスト 科目に区分し 、 共創科
目群では現地での体験等を通じ て
洞察力、 構想力、 共感力、 実践力
を身につけ、 英語アド バンスト 科
目群では、 洞察力、 構想力、 共感
力、 実践力の基盤と なるより 高い
英語力を身につける。

国際共創入門
経済学概論Ⅰ
社会学概論

専
門
科
目

4年
ディ プロマ・ ポリ シー

（ DP）

基
盤
科
目

2
4
単
位
以
上

全
学
共
通
科
目

3
0
単
位

英語Ⅰａ ・ ｂ 英語Ⅱａ ・ ｂ

第2外国語
Ⅰａ ・ ｂ

第2外国語
Ⅱａ ・ ｂ

広域科目　 ①思想と 文化　 ②歴史と 社会　 ③健康と スポーツ　 ④自然と 生活　 ⑤データ サイ エンスと 数理　 ⑥キャ リ ア形成科目　 ⑦共通特殊講義

（ 国際共創学部DP1）
【 洞察力・ 構想力】

② 関心のある「 社会・ 文化」
「 経済・ 経営」 の課題に対し て、
解決に向けて立案でき る（ 構想
力） 。

① グローバルな視点を持っ て、
本質的な課題について、 発見し 、
考察でき る（ 洞察力） 。

国際文化論
グローバルビジネス基礎

Gl obal  I ssues
Japanese Cul t ur eDevel opment  of

Mul t i cul t ur al  Awar eness

Basi c Engl i sh B

養成する人材像

⑥ 多様な文化的背景を持つ人々
と つながり 、 共創に向けて行動で
き る（ 実践力） 。

想定さ れる進路

ソ ーシャ ルキャ ピタ ル論

認知科学
ク リ エイ ティ ブシンキング

リ ーダーシッ プ論
キャ リ ア開発論

8
単
位
以
上

4
2
単
位
以
上

文化人類学

社会思想史

社会心理学

国際社会と 人権

多文化コ ミ ュ ニケーショ ン

国際社会と 日本文化

世界経済史

アジア経済論

日本経済論

多文化共生論

宗教と 社会
ジェ ンダーと 法

共生社会論
平和と 紛争

アジア文化論
現代文化論
地域研究Ａ

文化政策
生活文化論
地域研究Ｂ
地域研究Ｃ

国際開発論
国際協力論
環境と 社会

福祉社会論
メ ディ アと 社会
国際社会と 外交

国際保健論
国際社会と 教育

環境政策
まちづく り 論
地方創生論

パブリ ッ ク マネジメ ント

Readi ng and Wr i t i ng A
Li st eni ng and Speaki ng A
Engl i sh Communi cat i on A

Readi ng and Wr i t i ng B
Li st eni ng and Speaki ng B
Engl i sh Communi cat i on B

社会システム論
NGO・ NPO論

演
習
科
目

アカ デミ ッ ク
スキルⅠ

アカ デミ ッ ク
スキルⅡ

発
展
科
目

グローバル・ リ サーチＡ
グローバル・ リ サーチＢ
ローカ ル・ リ サーチＡ
ローカ ル・ リ サーチＢ

Advanced Engl i sh（ Di scussi on）
Advanced Engl i sh（ Pr esent at i on）

Advanced Engl i sh（ Debat e）

政治学
グローバル企業論
アカ ウンティ ング

1
4
単
位

演習Ⅰ 演習Ⅱ 演習Ⅲ 卒業研究Ⅰ・ Ⅱ

社会ネッ ト ワーク 論
地域産業論

ツーリ ズム論
事業創造論

Urban Geogr aphy
Regi onal  Envi r onment  and

Sust ai nabi l i t y

Devel opment  and Management
Peace and Coexi st ence

英語学概論
英文法

英語文学Ａ

英語音声学
英語文学Ｂ

グローバルビジネス・ スタ ディ
ローカ ルビジネス・ スタ ディ

国際共創プログラ ム

【対応科目：基盤科目・専門科目・発展科目】
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区分 ①洞察力 ②構想力 ③知識 ④技能 ⑤共感力 ⑥実践力

全学共通科目 ○ ○ ○ ○

（基盤科目）対応するDP：①洞察力、②構想力、③知
識、④技能
・「社会・文化」「経済・経営」の基礎的な知識及び技
能（語学力・思考力・情報活用力）について学び、グ
ローバルな視点で社会・経済課題を洞察・構想する
ために必要となる基礎知識と基礎能力を身につけ
る。

基盤科目 ○ ○ ○ ○

（専門科目）対応するDP：①洞察力、②構想力、③知
識、④技能
・専門科目は、専門知識の基礎を形成する基幹科目
と、専門性を高める４つの領域（グローバル文化領
域、国際社会領域、政策デザイン領域、社会創造領
域）から構成される領域科目に区分し、体系的・段階
的な学修を通じて、専門的知識・専門的技能と洞察
力・構想力を身につける。

専門科目 ○ ○ ○ ○

（発展科目）対応するDP：①洞察力、②構想力、⑤共
感力、⑥実践力
・発展科目は、共創科目と英語アドバンスト科目に区
分し、共創科目群では現地での体験等を通じて洞察
力、構想力、共感力、実践力を身につけ、英語アドバ
ンスト科目群では、洞察力、構想力、共感力、実践力
の基盤となるより高い英語力を身につける。

発展科目 ○ ○ ○ ○

演習科目 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ディプロマ・ポリシー（DP）

国際共創学部カリキュラムマップ

これらの教育課程における各科目の学生の成績については、シラバスに記載する成績評価方法（「定期試験」「レポート」「発表」等）を用いて評価する。
また、本学の「アセスメント・プラン」に基づき、様々な角度からの評価（GPAや単位修得状況、カリキュラムマップ、外部アセスメントテスト等）をすることにより、学生の学修成果を測定するとともに、教育課程全体の評価・検証の状況を把握し、改善に
つなげていく。なお、各授業科目の評価・検証については、担当者以外の教員によるシラバス相互チェックによって質の保証を担保する。くわえて、授業評価アンケートを学生に対し実施することで、教育課程の改善につなげていく。

（国際共創学部DP2）【知識・技能】
③ 国内外の「社会・文化」「経済・経営」に関
する知識を身につけている（知識）。
④ 国内外の情報や知見を収集・調査・分析
することができる（技能）。

（国際共創学部DP3）【共感力・実践力】
⑤ 語学を活用し、多様な人々の考えを理解
し、コミュニケーションをとることができる（共感
力）。
⑥ 多様な文化的背景を持つ人々とつなが
り、共創に向けて行動できる（実践力）。

（国際共創学部DP1）【洞察力・構想力】
① グローバルな視点を持って、本質的な課
題について、発見し、考察できる（洞察力）。
② 関心のある「社会・文化」「経済・経営」の
課題に対して、解決に向けて立案できる（構想
力）。

カリキュラム・ポリシー（CP）

（国際共創学部CP１）【対応科目：全学共通科目】
対応するDP：①洞察力、②構想力、③知識、④技能
全学共通科目では、幅広い教養の修得や学びの土台づくりのために、語学科目・広域科
目を編成する。
・語学科目では、多文化理解を深めるとともにコミュニケーション能力を身につける。
・広域科目では、人文科学・社会科学・自然科学の科目群と、キャリア形成科目において、
幅広い教養と生涯にわたって生き抜くための知識と考え方を身につける。

（国際共創学部CP２）【対応科目：基
盤科目・専門科目・発展科目】
対応するDP：①洞察力、②構想力、
③知識、④技能、⑤共感力、⑥実践
力
学科専攻科目の基盤科目、専門科
目及び発展科目では、専門的な知
識・技能、実践的な語学力、国際感
覚と多様な価値観に基づく柔軟な洞
察力・構想力、多様な人々と共創で
きる共感力・実践力を身につける科
目を編成する。

（国際共創学部CP３）【対応科目：演習科目】
対応するDP：①洞察力、②構想力、③知識、④技能、⑤共感力、⑥実践力
国際共創学部の学びの基盤となる演習（ゼミナール）科目を各年次において必修科目とし
て編成する。
・1年次に専任教員が担当する「アカデミックスキルⅠ」「アカデミックスキルⅡ」を置き、大学
で主体的に学ぶうえでの意識と技能（思考力・情報活用力）を身につける。
・演習科目では、各学問領域からのアプローチ（知識）により課題を発見し、継続的な調査・
研究をすることで、専門的な課題解決に必要な力（洞察力、構想力、共感力、実践力）を身
につける。

資料27
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【履修モデル１】  様々な地域の特性や文化に関する知識とグローバルな視点を持ち国際社会で活躍する人材

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

英語Ⅰａ［Ｒ＆Ｗ］ 1

英語Ⅰｂ［Ｌ＆Ｓ］ 1

第二外国語科目Ⅰａ 1

第二外国語科目Ⅰｂ 1

英語Ⅱａ［Ｒ＆Ｗ］ 1

英語Ⅱｂ［Ｌ＆Ｓ］ 1

第二外国語科目Ⅱａ 1

第二外国語科目Ⅱｂ 1

ビジネス英語Ⅱ 2

哲学入門 2

歴史学入門 2

地理学入門 2

現代と宗教 2

健康増進の理論 2

人文地理学 2

ヨーロッパの歴史 2

民俗学 2

データサイエンス概論 2

インターンシップ 2

国際共創入門 2

経済学概論Ⅰ 2

社会学概論 2

情報化社会と技術、または、
社会調査法入門

2

Basic English A 2

経済学概論Ⅱ 2

データ分析と活用、または、
ロジカルシンキング

2

Development of Multicultural
Awareness

2

Basic English B 2

国際経済論 2

国際社会論 2

国際文化論 2

経済情報分析 2

Global　Issues、または、
Japanese Culture

2

文化人類学 2

社会思想史 2

国際社会と人権 2

多文化コミュニケーション 2

国際社会と日本文化 2

世界経済史 2

日本経済論 2

認知科学 2

ジェンダーと法 2

多文化共生論 2

国際関係論 2

平和と紛争 2

アジア文化論 2

現代文化論 2

地域研究A 2

国際協力論 2

環境政策 2

文化政策 2

生活文化論 2

地域研究B、または、
地域研究C

2

メディアと社会 2

グローバル・リサーチＢ 2

国際共創プログラム 2

ローカル・ビジネススタディ 2

Listening and Speaking B 2

Peace and Coexistence 2

アカデミックスキルⅠ 2

アカデミックスキルⅡ 2

演習Ⅰ 2

演習Ⅱ 2

演習Ⅲ 2

卒業研究Ⅰ 2

卒業研究Ⅱ 2

履修合計単位数 22 22 22 20 22 12 2 2

専
門
科
目

基幹科目 18

領域科目

演習科目 14

24

発
展
科
目

共創科目 6

英語ｱﾄﾞﾊﾞﾝ
ｽﾄ科目

4

入門科目 18

94

基礎科目 10

124

科目区分 授業科目の名称

配当年次

総
単
位
数１年 ２年 ３年 ４年

基
盤
科
目

全
学
共
通
科
目

外国語
科目

10

30

広域科目 20
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【履修モデル２】　国際社会の仕組みに関する知識と課題解決に向けた方策を学び国際社会に貢献する人材

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

英語Ⅰａ［Ｒ＆Ｗ］ 1

英語Ⅰｂ［Ｌ＆Ｓ］ 1

第二外国語科目Ⅰａ 1

第二外国語科目Ⅰｂ 1

英語Ⅱａ［Ｒ＆Ｗ］ 1

英語Ⅱｂ［Ｌ＆Ｓ］ 1

第二外国語科目Ⅱａ 1

第二外国語科目Ⅱｂ 1

ビジネス英語Ⅱ 2

地理学入門 2

データサイエンス概論 2

現代と哲学 2

現代の倫理 2

アジアの歴史 2

現代の政治 2

ヨーロッパの歴史 2

現代の法 2

健康増進の理論 2

インターンシップ 2

国際共創入門 2

経済学概論Ⅰ 2

社会学概論 2

情報化社会と技術、または、
社会調査法入門

2

Basic English A 2

経済学概論Ⅱ 2

データ分析と活用、または、
ロジカルシンキング

2

Development of Multicultural
Awareness

2

Basic English B 2

国際経済論 2

国際社会論 2

国際文化論 2

経済情報分析 2

Global　Issues、または、
Japanese Culture

2

文化人類学 2

社会心理学 2

国際社会と人権 2

多文化コミュニケーション 2

世界経済史 2

アジア経済論 2

政治学 2

グローバル企業論 2

リーダーシップ論 2

国際関係論 2

共生社会論 2

平和と紛争 2

国際開発論 2

国際協力論 2

環境と社会 2

社会ネットワーク論 2

文化政策 2

メディアと社会 2

国際社会と外交 2

国際保健論 2

国際社会と教育 2

グローバル・リサーチA 2

国際共創プログラム 2

ローカルビジネス・スタディ 2

English Communication B 2

Development and Management 2

アカデミックスキルⅠ 2

アカデミックスキルⅡ 2

演習Ⅰ 2

演習Ⅱ 2

演習Ⅲ 2

卒業研究Ⅰ 2

卒業研究Ⅱ 2

20 22 22 22 20 14 2 2

18

24

外国語
科目

10

94

基礎科目 10

演習科目 14

基
盤
科
目

専
門
科
目

発
展
科
目

共創科目 6

英語ｱﾄﾞﾊﾞﾝ
ｽﾄ科目

4

基幹科目

領域科目

履修合計単位数 124

30

科目区分 授業科目の名称

配当年次

総
単
位
数１年 ２年 ３年 ４年

広域科目 20

入門科目 18

全
学
共
通
科
目
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【履修モデル３】　人々が暮らす社会や地域をデザインするための知識と実現に向けた考え方を持ち地域社会に貢献する人材

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

英語Ⅰａ［Ｒ＆Ｗ］ 1

英語Ⅰｂ［Ｌ＆Ｓ］ 1

第二外国語科目Ⅰａ 1

第二外国語科目Ⅰｂ 1

英語Ⅱａ［Ｒ＆Ｗ］ 1

英語Ⅱｂ［Ｌ＆Ｓ］ 1

第二外国語科目Ⅱａ 1

第二外国語科目Ⅱｂ 1

ビジネス英語Ⅰ 2

哲学入門 2

教育学入門 2

歴史学入門 2

現代の心理学 2

データサイエンス概論 2

自然地理学 2

現代の法 2

現代の倫理 2

健康増進の理論 2

インターンシップ 2

国際共創入門 2

経済学概論Ⅰ 2

社会学概論 2

情報化社会と技術、または、
社会調査法入門

2

Basic English A 2

経済学概論Ⅱ 2

データ分析と活用、または、
ロジカルシンキング

2

Development of Multicultural
Awareness

2

Basic English B 2

国際経済論 2

国際社会論 2

グローバルビジネス基礎 2

経済情報分析 2

Global　Issues、または、
Japanese Culture

2

社会思想史 2

国際社会と人権 2

日本経済論 2

クリエイティブシンキング 2

社会システム論 2

ジェンダーと法 2

政治学 2

アカウンティング 2

NGO・NPO論 2

公共政策 2

ソーシャルキャピタル論 2

環境政策 2

まちづくり論 2

地方創生論 2

パブリックマネジメント 2

都市デザイン論 2

環境デザイン論 2

アートマネジメント 2

中小企業政策 2

ローカルガバナンス論 2

地域イノベーション 2

ローカル・リサーチＡ 2

国際共創プログラム 2

ローカルビジネス・スタディ 2

English Communication A 2

Regional Enviroment and
Sustainability

2

アカデミックスキルⅠ 2

アカデミックスキルⅡ 2

演習Ⅰ 2

演習Ⅱ 2

演習Ⅲ 2

卒業研究Ⅰ 2

卒業研究Ⅱ 2

22 22 22 22 18 14 2 2

専
門
科
目

基幹科目 18

領域科目

演習科目 14

24

発
展
科
目

共創科目 6

英語ｱﾄﾞﾊﾞﾝ
ｽﾄ科目

4

20

入門科目 18

94

基礎科目 10

履修合計単位数 124

科目区分 授業科目の名称

配当年次

総
単
位
数１年 ２年 ３年 ４年

基
盤
科
目

全
学
共
通
科
目

外国語
科目

10

30

広域科目
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【履修モデル４】　未来社会に向けた事業を創造するための知識と戦略的な手法を学び社会に貢献する人材

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

英語Ⅰａ［Ｒ＆Ｗ］ 1

英語Ⅰｂ［Ｌ＆Ｓ］ 1

第二外国語科目Ⅰａ 1

第二外国語科目Ⅰｂ 1

英語Ⅱａ［Ｒ＆Ｗ］ 1

英語Ⅱｂ［Ｌ＆Ｓ］ 1

第二外国語科目Ⅱａ 1

第二外国語科目Ⅱｂ 1

ビジネス英語Ⅰ 2

心理学入門 2

経営学入門 2

現代のビジネス 2

現代と統計 2

人文地理学 2

自然地理学 2

データサイエンス概論 2

大阪の経済と文化 2

健康増進の理論 2

インターンシップ 2

国際共創入門 2

経済学概論Ⅰ 2

社会学概論 2

情報化社会と技術、または、
社会調査法入門

2

Basic English A 2

経済学概論Ⅱ 2

データ分析と活用、または、
ロジカルシンキング

2

Development of Multicultural
Awareness

2

Basic English B 2

国際経済論 2

国際社会論 2

グローバルビジネス基礎 2

経済情報分析 2

Global　Issues、または、
Japanese Culture

2

社会心理学 2

世界経済史 2

アジア経済論 2

日本経済論 2

社会システム論 2

グローバル企業論 2

アカウンティング 2

NGO･NPO論 2

キャリア開発論 2

ソーシャルキャピタル論 2

地方創生論 2

社会ネットワーク論 2

地域産業論 2

ツーリズム論 2

事業創造論 2

都市デザイン論 2

ボランティア論 2

地域イノベーション 2

情報産業論 2

観光産業論 2

社会的企業論 2

ローカル・リサーチB 2

国際共創プログラム 2

グローバルビジネス・スタディ 2

Listening and Speaking B 2

Urban Geography 2

アカデミックスキルⅠ 2

アカデミックスキルⅡ 2

演習Ⅰ 2

演習Ⅱ 2

演習Ⅲ 2

卒業研究Ⅰ 2

卒業研究Ⅱ 2

20 22 22 22 20 14 2 2

専
門
科
目

基幹科目 18

領域科目

演習科目 14

24

発
展
科
目

共創科目 6

英語ｱﾄﾞﾊﾞﾝ
ｽﾄ科目

4

20

入門科目 18

94

基礎科目 10

履修合計単位数 124

科目区分 授業科目の名称

配当年次

総
単
位
数１年 ２年 ３年 ４年

基
盤
科
目

全
学
共
通
科
目

外国語
科目

10

30

広域科目

－設置等の趣旨（資料）－83－



成績評価基準等に関する規程 
2020年 11 月 13日制定 

（趣旨）  
第１条 この規程は、大阪経済大学学則第 18 条に定める成績に係る評価基準等について必要
な事項を定める。 
（成績評価基準） 

第２条 成績評価基準は下表のとおりとし、評価点に対応する合否、評価および GPを定める。 
２ GP（Grade Point）とは、評価点に対し付与された等級を表す数値をいう。 

合否 評価 GP 評価点 評価基準 

合格 
優 

4 90-100 到達目標を十分に達成し、極めて優秀な成果をあげている 
3 80-89 到達目標を十分に達成している 

良 2 70-79 到達目標を概ね達成している 
可 1 60-69 到達目標を最低限達成している 

不合格 不可 0 0-59 到達目標を達成していない 

（GPA制度）  
第３条 学生の学修意欲を高めるとともに客観的な成績評価、履修指導および学生支援への活
用を行うことを目的として、GPA 制度を設ける。 

２ GPA（Grade Point Average）とは、下の計算式のとおり、各科目に設定された単位数に
当該科目の成績に応じたGP を乗じ、これらの総和を履修単位数の合計で除して得られる数
値をいう。 

３ 学期 GPA とは、学期毎に算出される GPAをいう。 
４ 通算 GPA とは、在学中の全学期を通じて算出される GPAをいう。 
（GPA対象科目）  

第４条 GPおよび GPA算出の対象科目は、本学在学中に履修した全ての科目を対象とする。 
２ 前項の規定に関わらず、以下の授業科目については、対象から除くものとする。 

(１) 大阪経済大学学則第 11 条の 2 による認定科目
(２) 大阪経済大学学則第 11 条の 3 による認定科目
(３) 大阪経済大学学則第 11 条の 4 による認定科目
(４) 大阪経済大学学則第 10 条（8）に定める教育職員養成課程科目、自由履修科目
(５) その他、学部等が別に定める科目

（改廃）
第５条 この規程の改廃は、教務会議および教授会の意見を聴いて、学長が行う。 

附則  
１ この規程は、2020年 11 月 13日に制定し、同日から施行する。 

　資料29
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大 阪 経 済 大 学

海 外 派 遣

緊急重大事故対応マニュアル

資料30
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１．緊急時の学内連絡体制について……………………………………………… 1

２．「危機管理支援システム」について…………………………………………･ 2

３．緊急重大事故発生時の初動ワークフロー

（１）初動期の流れ～事故第一報から対策本部設置まで～………………… 3

（２）現地出発までの諸準備…………………………………………………… 4

（３）先発現地派遣教職員の業務……………………………………………… 5

（４）ご家族の現地到着から帰国まで………………………………………… 6

４．事故発生直後の必要作業

（１）事故発生から３時間……………………………………………………… 7

（２）事故発生から６時間……………………………………………………… 8

（３）事故発生初日終了までの必要作業……………………………………… 9

５．対策本部…………………………………………………………………………10

６．ご家族（学生留守宅）担当……………………………………………………11

７．現地担当…………………………………………………………………………13

８．マスコミ担当……………………………………………………………………16

９．情報収集・関係官庁担当………………………………………………………18

10．手配・渉外担当…………………………………………………………………19

11．総務・経理担当…………………………………………………………………22

＊本マニュアルは、大阪経済大学、危機管理委員会（事務局：総務部総務課）

作成の「危機管理マニュアル」に基づき作成されたものである。
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１．緊急時の学内連絡体制について 

（１）正規留学（派遣・認定）、語学研修、海外実習その他本学主催の海外プログラムの実施にあたり、 
緊急時の連絡は以下の順序で行なう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（海外研修等引率者の皆様へ） 

海外研修中に万が一緊急事態が発生した場合・・・ 
 

まず大学【国際交流課または総務課】に電話連絡をしてください。 

＋81-6-6328-2431（代）  ＋81-6-6328-2138(夜間・休日) 

 
（２）関係者連絡の後、被害状況に応じて協議を行なう。 

状況に応じて対策本部（事務局：総務課）を設置する。 

＜海外緊急事故支援システム２４時間ヘルプデスク＞  ０１２０－３７３－９１６  

現地の担当者は、まず、大学に連絡する。 

対策本部または国際交流課が、危機管理会社のヘルプデスクに連絡する。 

現地の本学責任者（科目担当者・引率者）、現地受入先担当者 

国際交流課または総務課 (電話：+81-6-6328-2431 代) 

総務部長、国際部長 

事務局長 

緊急対策会議 

（専務理事・常務理事・事務局長・事務局次長・

各事務部長・当該課長・事務局長指名者で開催） 

 

 

 

危機管理会社 

学部主催の場合（海外実習等） 
学 部 長 

（副学部長・学部長補佐） 

教務部長、学生部長、 

その他関係部長 

学 長 

被害学生所属の学部長 参加者ご家族 

学生への情報発信 

国際交流推進理事 

対策本部（室） 
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日数 1日目 2日目 3日目 4日目 5日目 6日目 7日目

内容
（予定）

・ オリ エンテーショ ン
・ プレースメ  ント  テスト
（習熟度確認テスト）

・ 受講ク ラ ス割り当て
・ ク ラ ス登録
・ 授業開始

・ 英語授業
・ ハワイ 大学の学生と
の英語授業

・ 英語授業 ・ 休み ・ 休み

日数 8日目 9日目 10日目 11日目 12日目 13日目 14日目

内容

（予定）

・ 校外学習
（ハワイ 文化体験）

・ 英語授業
・ ハワイ アンフ ラ 体験

・ ハワイ 大学の学生と
の英語授業

・ 英語授業
・ ハワイ 大学の学生と
の英語授業

・ 休み ・ 休み

日数 15日目 16日目 17日目 18日目 19日目

内容
 （予定）

・ 校外学習
（ハワイ 文化体験）

・ ハワイ 大学の学生と
の英語授業

・ 英語授業
・ ハワイ 大学の学生と
の英語授業

・ 卒業セレ モニー

Development of Multicultural Awareness（ハワイ大学マノア校）実習プログラ ム案

資料31
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【資料 32 acceptance letter for OUE（ハワイ大学マノア校）】（省略） 
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日数 1日目 2日目 3日目 4日目 5日目 6日目

内容
 （予定）

＜シリ コ ンバレー＞
・ オリエンテーショ ン
・ 講義「起業と チャ レンジ」
・ 講義「米国で日本人が働く
事例紹介」
・ Google本社等見学
・ 研修の振り 返り

・ 講義「日米における大学、
企業の比較」
・ 講義「経営者による起業の
事例紹介」
・ 講義「エコ システムと ネッ
トワーク 」
・ フ ィールドリサーチ
・ 研修の振り返り

＜サンフランシスコ＞
・ JETROサンフランシスコ訪
問
・ サンフランシスコ市内散策
（ Sal esFor ceセンターJapan
Town、 フ ィ ーシャーマンズ
ワーフ等）
・ 研修の振り返り 、 グループ
報告、 交流会

＜ポート ランド ＞
・ 講義「米国経済の現状と 課
題」
・ 講義「ポートラ ンド における
地域コ ミ ュ ニティ 」
・ フ ィ ールドリサーチ
・ 研修の振り 返り

・ フ ィ ールド リサーチ
・ 米国大学生との交流（国際
言語学部日本語専攻学生と 
のディスカ ッショ ン）
・ グループワーク
・ 交流会

・ フ ィ ールド リ サーチ
・ 成果発表会資料作成
・ 成果発表会（質疑応答、
フィ ード バッ ク ）
・ 交流会

グローバル・リ サーチA（アメ リ カ ：ポートランド他 ）実習プログラム案

資料33

－設置等の趣旨（資料）－90－

b05003
長方形



日数 1日目 2日目 3日目 4日目 5日目 6日目 7日目

内容
（ 予定）

・ オリ エンテーショ ン
・ 講義「タ イ 人の思想と タ
イ国内事情について」
・ 泰日工業大学の学生との
日本語交流会
・ 歓迎会

・ 講義「タ イ企業の経営
（ 日本と の比較） 」
・ 講義「タ イ における日系
企業」
・ タ イ 語授業（ 入門編）

・ 市場調査オリ エンテー
ショ ン
・ 市場調査（ 日系企業等訪
問予定）

・ 泰日工業大学の学生との
グループディ スカッ ショ ン
・ 市場調査に関する発表会

・ 日系企業工場視察

・ 水上マーケッ ト 等
見学
・ 寺院・ 遺跡見学等
・ 報告会資料作成等

・ 報告会資料作成等

日数 8日目

内容
（ 予定）

・ 報告会
・ 終了式
・ フェ アウェ ルパーティ

グローバル・リ サーチB（タ イ ：バンコク ）実習プログラム案

　資料34
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ローカル・リサーチ A（島根県）実習プログラム案

１日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 ６日目 
午
前 

オリエンテーション
事前学修の振り返り

講演会 
【松江市の市民団体】 
グループ発表 
・事前学修を踏まえ地
域課題を検討する

フィールドワーク
企業訪問
【出雲市の企業】
・地域企業との交流
・出雲市の現状と課
題について学ぶ

フィールドワーク
企業訪問
【大田市の企業】
・地域企業との交流
・現状と課題について知る

ワークショップ
・学修の振り返り
・現状と課題のまとめ
・解決手法の提案
・発表資料準備

フィールドワークの振
り返りと感想のまとめ

午
後 

フィールドワーク
【島根県庁】
島根創生計画につい
て学修
文化体験

フィールドワーク
企業訪問
【松江市の企業】
・島根や松江の現状と
課題について学ぶ

文化体験 
【出雲民芸館】 

ワークショップ
・課題の検討
・解決策のまとめ

成果発表会 
・問題解決の提案
・質疑応答
・講評（島根県職員） 

夜 交流会 
地元大学生との交流 

振り返り 振り返り 振り返り 交流会 

備
考 

大阪→松江 
松江泊 松江泊 

出雲、大田 
大田泊 大田泊 大田泊 

大田→大阪 

目 的 事前学修 事後学習 
本講義では、フィールドワークを通じて、島
根県の地域企業や社会的事業に関わる人々
や、現地の大学生との関係を構築しながら、
地域の現状や課題を自分の目で見て理解し、
人々と交流しながら地域課題の解決手法を
検討し、共感力と実践力を身に付けていくこ
とを目的としている。 

・フィールドワークの進め方や意義について
学ぶ 
・島根県についてのガイダンスを実施

・フィールドワークとグループワークの振り
返り 
・講評
・今後の学修への活用について説明

資料35
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ローカル・リサーチ B（高知県）実習プログラム案

１日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 ６日目 
午
前 

オリエンテーション
事前学修の振り返り

フィールドワーク
企業訪問
【高知県の企業】
・高知の企業の現状と
課題について理解する

フィールドワーク
【黒潮町】
・地元高校生と交流し
・黒潮町の課題を振り返り
解決に受けた提案を考察
する

ワークショップ
・学修の振り返り
・現状と課題のまとめ
・解決手法の提案
・発表資料準備

ワークショップ
・現地の学修の振り返り
・高知県の地域課題の解決
手法の提案
・発表資料準備

フィールドワーク
・観光施設を防災
視点で訪問

午
後 

フィールドワーク
【高知県庁】
・高知県の産業政
策、観光政策、防災
計画について学修

フィールドワーク
【黒潮町】
・黒潮町の概要、課題等
を学ぶ
・事前学修を踏まえ地
域課題を考察する

フィールドワーク
・防災タワー、防災食品工
場の見学
・学びを振り返り、解決策
に向けた検討を進める

成果発表会 
・問題解決の提案
・質疑応答
・講評（黒潮町職員） 

成果発表会 
・行政、企業への問題解決
の提案
・質疑応答
・講評（県・市職員、企業） 

フィールドワー
クの振り返りと
感想のまとめ

夜 交流会 振り返り 振り返り 振り返り 
・高知県全体の課題の
解決を考える 

交流会 

備
考 

大阪→高知 
高知市泊 

高知→黒潮町 
黒潮町泊 

黒潮町 
黒潮町泊 

黒潮町→高知 
高知市泊 

高知市 
高知市泊 

高知→大阪 

目 的 事前学修 事後学習 
本講義では、フィールドワークを通じて、高
知県の自治体、企業、現地の高校生との関係
を構築しながら地域の現状を知り、課題に気
づき、解決方法を検討し、学生が当事者とし
て自分の暮らす地域の課題として共感し、考
察し、実践できるよう繋げることを目的とし
ている。 

・フィールドワークの進め方や意義について
学ぶ 
・高知県についてのガイダンスを実施

・フィールドワークとグループワークの振り
返り 
・講評
・今後の学修への活用について説明

資料36
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日数 1日目 2日目 3日目 4日目 5日目 6日目 7日目

内容
（予定）

（移動）
関西国際空港→ハノイ・
ノイバイ空港

北ベトナム：首都（ハノ
イ）

・JICAベトナム事務所訪
問
・ハノイ市内視察
・JICA協力事例視察

中部高原

・フィールドワーク:ダ
ラット市内、ラムドン省
視察
・フィールドワーク:ラ
ムドン省人民委員会表
敬、講義、質疑応答

中部高原：農業・観光と
日本の関係

・フィールドワー
ク:Dalatの（アグリ）
ツーリズムブランド化の
可能性（視察）
・国際交流：Dalat大学
外国語学部（またはホー
チミン市建築大学）の学
生と交流

中部高原：日本との経済
関係

・フィールドワーク:日
本への輸出企業視察、ヒ
アリング
・フィールドワーク:現
地進出日本企業視察・ヒ
アリング

南ベトナム：北ベトナム
と異なる最大の経済圏、
メコンデルタの入口

・JETROホーチミン事務
所訪問
・日本の援助によるイン
フラ整備視察
・ホーチミン市内視察

（移動）タンソンニャッ
ト空港→関西国際空港

（移動）
関西国際空港着

国際共創プログラム（ベトナム：ハノイ他）実習プログラム案
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学校法人大阪経済大学就業規則 

昭和 61 年 10 月 11日制定 
2019年 3 月 19 日改正 

第１章 総則 
（目的） 

第１条 この規則は、学校法人大阪経済大学（以下「法人」という。）の教職員の就業に関
する事項を定める。 

２ この規則に定めるもののほか、教職員の就業に関する事項は、労働基準法その他の法令
の定めるところによる。 
（適用範囲） 

第２条 この規則は、法人に専任として勤務する教職員に適用する。 
２ 任期付専任教員、特任教員、客員教授、非常勤教員、嘱託職員、カウンセラー（専任事
務職員）、準職員、パートタイム職員、学校医、非常勤看護師および非常勤カウンセラー
は、別に定める。 

３ 前項の各職種において無期労働契約へ転換した者は、別に定める。 
（教職員の定義） 

第３条 専任教職員とは教員ならびに職員をいい、職員は事務職員および技術職員をいう。 
（所属長の定義） 

第４条 この規則にいう所属長とは、各教職員が所属する部門ごとの統括管理者をいう。 
第２章 人事 

（通則） 
第５条 法人は、教職員の採用、昇任、昇格、解任、異動、休職、復職、表彰、懲戒、退職
および解雇などの人事に関し、本人の知識、技能、経験および健康などを考慮して公正に
行う。 

２ 教員の人事については、教授会の意見を聴いて行う。 
（人事の手続き） 

第６条 教職員の人事に関しては、原則として辞令を交付して行う。 
２ 辞令交付に関する事項は、別に定める「発令業務処理要項」による。 
（採用） 

第７条 教職員は、所定の手続きを経て採用する。 
２ 教職員は採用にあたり、次の書類を提出しなければならない。 

(１) 履歴書
(２) 卒業または卒業見込証明書
(３) 学業成績証明書
(４) 職務経歴書
(５) その他、法人が必要とする書類

第８条 教職員に採用された者は、採用日から２週間以内に次の書類を提出しなければなら
ない。 
(１) 住民票
(２) 誓約書
(３) その他、法人が必要とする書類
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（試用期間） 
第９条 職員に採用された者は、採用日から３ヵ月間を試用期間とする。 
２ 職員が試用期間中に、職員としての適格性を欠くと認める事実があるときは解雇する。 
３ 試用期間は、勤続年数に算入する。 
（届出義務） 

第 10 条 教職員は各種書類を提出後、その記載事項に異動が生じた場合はその都度遅滞なく
届け出なければならない。 
（異動） 

第 11 条 法人は、業務上の都合により教職員の異動を行う。なお、教職員は、正当な理由が
なければ異動の命令を拒否することはできない。 

２ 前項にいう異動とは、所属、勤務場所、職種の変更ならびに昇任、昇格および役職の任
免をいう。 
（休職） 

第 12 条 教職員が次の各号のいずれかに該当するときは、休職させることがある。 
(１) 業務外の理由による傷病、その他精神または身体の故障による欠勤が１ヵ月を超
え、なお療養を継続する必要があるため勤務できないとき 
(２) 刑事事件に関し起訴または勾留されて勤務に支障ありと認められるとき 
(３) 公職に就任し、職務遂行上支障が生じるとき 
(４) 労働基準監督署が認定した業務上の理由による傷病のとき 

２ 前項第１号において欠勤中の者が勤務を開始し、再び同一または類似の事由により欠勤
した場合、その勤務が１ヵ月に達しないときは、勤務前の欠勤期間と通算する。 

３ 第１項第１号および第４号の理由により教職員が休職を必要とするに至った場合は、休
職願に休職理由を証する医師の診断書等を添付し提出しなければならない。 

４ 第１項第２号および第３号に該当する理由により休職する場合は無給とする。 
（休職期間） 

第 13 条 休職期間は、次のとおりとする。 
(１) 前条第１項第１号の場合 
イ 勤続５年未満 在職期間を通じて通算１年以内 
ロ 勤続５年以上 在職期間を通じて通算２年以内 

(２) 刑事事件に関する場合 判決確定までの期間内 
(３) 前条第１項第３号の場合 公職就任期間 
(４) 前条第１項第４号の場合 療養を必要とする期間 

２ 前項第１号の休職者が復職後６ヵ月以内に同一理由によって再び休職する場合は、復職
前の休職期間と通算する。 
（復職） 

第 14 条 休職理由が消滅した場合は、復職させる。 
２ 前第 12 条第１項第２号の事由で、休職期間満了による退職者が復職を希望する場合は、
判決確定後において状況勘案のうえ復職させることができる。 

３ 復職を許可された者は、原則として休職直前の職務に復するものとする。 
４ 復職を希望する場合は、１ヵ月前までに復職願に次の書類を添付し提出しなければなら
ない。 
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(１) 心身の故障による休職の場合は、法人が指定する医師による元の職務に復帰させて
も支障がない旨の診断書 
(２) 前号以外の理由による休職の場合は、休職理由が消滅したことを証する書類 
（退職） 

第 15 条 教職員が次の各号の一に該当したときは退職とする。 
(１) 死亡したとき 
(２) 定年に達したとき 
(３) 自己都合による退職の申し出が承認されたとき 
(４) 休職期間が満了しても復職できないとき 
（退職手続） 

第 16 条 前条第３号により退職しようとする教職員は、退職希望日の 30 日前までに理由を
記載した退職願を提出しなければならない。 
（定年） 

第 17 条 定年は、次のとおりとする。 
(１) 教員 満 67 歳 
(２) 職員 満 62 歳 

２ 定年に達したときは、当該年度の末日を退職日とする。 
（解雇） 

第 18 条 教職員が次の各号の一に該当したときは解雇する。 
(１) 懲戒解雇の処分を受けたとき 
(２) 精神または身体の故障により職務に耐えられないと法人が認めたとき 
(３) やむを得ない事情による法人の事業または制度の改廃のため剰員を生じたとき 
（解雇制限） 

第 19 条 法人は、次の期間は解雇しない。 
(１) 教職員が業務上の傷病による療養のために休職する期間およびその後 30 日間 
(２) 出産休暇の期間およびその後 30 日間 
(３) 育児休業または介護休業の期間 
（離職者の手続） 

第 20 条 教職員は離職時に、直ちに、教職員証、私立学校教職員共済加入者証および法人か
ら貸与された物品を返還しなければならない。 

２ 離職に際しては、あらかじめ業務の引き継ぎを完了しなければならない。 
第３章 勤務 

（通則） 
第 21 条 教職員は、勤務時間中自己の業務から離れてはならない。ただし、やむを得ない理
由により自己の業務から離れる場合には、所属長の許可を得なければならない。 

２ 勤務時間中に私用で外出する場合は、所属長の許可を得なければならない。 
３ 職員は、早退する場合は、事前に理由を付記した早退届を所属長に提出し許可を得なけ
ればならない。 

第 22 条 職員は、欠勤する場合は、事前に理由を付記した欠勤届を所属長に提出し許可を得
なければならない。ただし、その余裕が無いときは、事後において遅滞なくその手続きを
とることとする。 
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２ 教員が休講する場合は、事前に理由を付記した休講届を提出しなければならない。ただ
し、その余裕が無いときは、事後において遅滞なくその手続きをとるものとする。 

３ 教職員は、傷病による欠勤が引き続き５日以上に及ぶ場合、医師の診断書を提出しなけ
ればならない。 

４ 教職員は、欠勤が引き続き１ヵ月以上に及ぶ場合は、長期欠勤届に医師の診断書を添付
し、所属長を経て理事長に届け出なければならない。なお、長期欠勤の期間は在職期間を
通じて通算１年以内とする。 

第 23 条 職員は、遅刻した場合はその理由を付記した遅刻届を所属長に提出しなければなら
ない。 

第 24 条 教員は、次に掲げる義務を有する。 
(１) 講義、演習、実習及び試験等の授業を行うこと 
(２) 教授会に出席し、審議に参加すること 
(３) 各種の委員会委員その他大阪経済大学および法人が任命又は委嘱した職務を行うこ
と 

２ 教員は正課以外にも、学生の教育および指導などに当たらなければならない。 
（勤務時間） 

第 25 条 勤務時間は、次のとおりとする。 
２ 教員の責任担当コマ数は、授業時間割表に従い原則として１週につき４コマとする。 
３ 前項にかかわらず、理事、副学長、学長補佐、学部長、研究科長の責任担当コマ数は、
１週につき２コマとする。 

４ 前２項にかかわらず、学長の責任担当コマ数はないものとする。 
５ 職員の勤務時間は、１日７時間（休憩時間を除く。）１週 40 時間以内とし、原則、始業
時刻は９時、終業時刻は 17 時とする。ただし、業務の都合等によりこれらの時刻を５分
単位で繰り上げまたは繰り下げることがある。 
（勤務時間の短縮） 

第 26 条 以下の理由で労働時間の短縮を希望する場合は、１ヵ月前までに所定の申請書を提
出しなければならない。 
(１) 満３歳に達するまでの子を養育するため 
(２) 家族の介護をするため 
(３) 長期欠勤または休職から復職するため 

２ 労働時間の短縮は 30 分単位とし、１日につき２時間までとする。ただし、前項第３号に
該当する者については、１日につき２時間を超えて労働時間を短縮することができる。 

３ 教員が労働時間の短縮を申し出たときは、職種の特殊性にもとづき学長と学部長がその
取り扱いを協議する。 

４ 満３歳に達するまでの子の養育のための労働時間の短縮期間は、本人が申請した期間と
する。 

５ 家族の介護のための労働時間の短縮期間は、対象家族につき通算１年以内の間で、本人
が申請した期間とする。  

６ 長期欠勤または休職から復職するための労働時間の短縮期間は、通算３年以内の間で、
本人が申請した期間・時間とする。ただし、復職から１年を超える期間については申請で
きない。 
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７ 労働時間の短縮期間を中途で解除または変更するときは、１ヵ月前までに所定の申請書
を提出しなければならない。 
（休憩時間） 

第 27 条 休憩時間は第２項の場合を除き 12 時 30分から 13 時 30 分までとする。ただし、
勤務時間および業務の都合によりその時間を変更する場合がある。 

２ 教員は、授業担当のない時間に随時休憩をとるものとする。 
３ 休憩時間は、自由に利用することができる。ただし、所在を明らかにしておかなければ
ならない。 

４ 生後満１年に達しない乳児を育てる女性教職員には、勤務中、午前および午後にそれぞ
れ一回 30 分の育児時間を与えるものとする。 
（学外の勤務） 

第 28 条 教職員が出張その他の事由により、担当職場外において勤務する場合は特別の指示
がある場合を除いて、所定の時間を勤務したものとみなす。 
（時間外および休日勤務） 

第 29 条 業務の都合により必要があるときは、労働基準法に定める手続きを経て所定の労働
時間を超えて、または休日に勤務させることがある。 

２ 満３歳に達するまでの子を養育する教職員は、申請により超過勤務をさせることはな
い。 

３ 小学校就学の始期に達するまでの子を養育または要介護状態の家族の介護をする教職員
は、申請により業務の正常な運営に支障を来たす場合を除き、１ヵ月につき 24 時間、１
年について 150 時間を超える超過勤務および深夜勤務をさせることはない。 

４ 休日に通常の勤務をした場合は、振替休日を与えることがある。 
（就業免除） 

第 30 条 教職員が公民権行使のために要する時間が、所定の勤務時間内に及ぶ場合は、その
要する時間に限り就業を免除する。ただし、事前に所属長に申し出なければならない。 

２ 前項の就業免除については無給とする。 
第４章 休日および休暇 

（休日） 
第 31 条 休日は、次のとおりとする。 

(１) 日曜日（法定休日） 
(２) 国民の祝日に関する法律に規定する休日 
(３) 土曜日（８月のみ） 
(４) 夏期一斉休業日（８日間） 
(５) 年末年始休業日（11 日間） 
(６) 法人が定めた休業日 
（慶弔休暇） 

第 32 条 教職員が次の各号の一に該当する理由で休暇を申請した場合は、それぞれ次の日数
の慶弔休暇を与える。 
(１) 本人の結婚                ５日以内 
(２) 妻の出産                 ３日以内 
(３) 子の結婚                 １日 
(４) 父母、配偶者、子の死亡          ７日以内 
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(５) 祖父母、配偶者の父母、孫、兄弟姉妹の死亡 ３日以内 
(６) 三親等内の親族、二親等内の姻族の死亡   ２日以内 
（年次有給休暇） 

第 33 条 教職員には、年次有給休暇（以下「年休」という。）を次のとおり与える。 
(１) 採用の日（職員にあっては試用開始日）から起算して６ヵ月間継続勤務し、全労働
日の８割以上を勤務した者………10 日 
(２) 全労働日の８割以上を勤務した場合、勤務年数に応じて加算した年休を次のとおり
与える。 

２ 年休は、教職員の請求する時季に与える。ただし、請求した時季に年休を与えることが
事業の正常な運営を妨げる場合においては、他の時季に与えることがある。 

３ 取得できなかった年休は、次年度に限り繰り越すことができる。 
４ 年休は、継続または分割して請求することができる。ただし、分割は半日単位とする。 
５ 本人の申し出によって、欠勤を年休に振り替えることができる。この場合は 30 日以内に
届け出なければならない。 

６ 年休付与の出勤率の計算において、育児休業および介護休業の期間は、勤務したものと
みなす。 

７ 始業時刻９時、終業時刻 17 時の者の半日年休の適用時間は９時から 12 時 30 分まで、
または 13 時 30 分から 17 時までとする。ただし、業務の都合等により始業および終業の
時刻を５分単位で繰り上げまたは繰り下げた場合は、同様に適用時間を５分単位で繰り上
げまたは繰り下げる。 

８ 半日年休は、２回で１日の年休とみなす。 
９ 半日年休は、次年度に繰り越すことはできない。 
（指定休暇） 

第 34 条 業務に差し支えない範囲で、職員に指定休暇を与えることがある。 
２ 職員の指定休暇に関する事項は、「指定休暇制度に関する内規」による。 
（妊産婦通院） 

第 35 条 妊娠中の女性教職員が検診のため、あらかじめ申し出があった場合は、次に掲げる
就業を免除する。ただし、医師等の指示がある場合は、その指示による。 
(１) 妊娠 23 週までは、４週間に１回 
(２) 妊娠 24 週から 35週までは、２週間に１回 
(３) 妊娠 36 週以後出産までは、１週間に１回 

２ 妊娠中および出産後の勤務は、医師等の指示を考慮する。 
（産前産後休業） 

第 36 条 ８週間（多胎妊娠の場合は 16 週間）以内に出産予定の女性教職員からの休業の請
求があった場合は、産前産後を通じて 16 週間（多胎妊娠の場合は 24 週間）の産前産後休
業を認める。 

勤務年数 年休付与日数 勤務年数 年休付与日数 

1 年 6ヵ月 11日 4 年 6ヵ月 16日 

2 年 6ヵ月 12日 5 年 6ヵ月 18日 

3 年 6ヵ月 14日 6 年 6ヵ月以上 20日 
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２ 産前産後の休業配分は本人の自由とするが、産後においては８週間以上の配分としなけ
ればならない。 
（育児休業） 

第 37 条 子の養育に関する事項は、「育児休業規程」による。 
（介護休業） 

第 38 条 家族の介護に関する事項は、「介護休業規程」による。 
（特別有給休暇） 

第 39 条 次の各号の一に該当するときは、特別休暇を与える。 
(１) 満 35 歳以上の教職員が学校法人大阪経済大学教職員健康管理規程第２条第３項また
は第３条における健康診断を受ける場合は、１年度について１日。 
(２) 天災、事変その他教職員の責に帰することのできない理由によって災害を受け、ま
たは交通が遮断されて出勤することができない場合は、法人が必要と認めた期間。 
(３) 小学校就学の始期に達するまでの子を養育する教職員が、負傷しもしくは疾病にか
かった当該子の世話をするために、または当該子に予防接種や健康診断を受けさせるため
に、当該子が１人の場合は１年度につき５日以内、２人以上の場合は１年度につき 10 日
以内。 
(４) 家族を介護する教職員が、要介護状態の家族の介護をするために、対象家族１人の
場合は１年度につき５日以内、２人以上の場合は１年度につき 10 日以内。 

２ 前項第３号、第４号の休暇は、１日単位または半日（１日の所定労働時間の２分の１）
単位で取得することができる。なお、１日の所定労働時間が４時間以下である教職員等
は、１日単位でのみ取得できるものとする。 

第 40 条 女性教職員で生理日の就業が著しく困難な場合は、本人の申し出による期間。 
第５章 服務 

（遵守義務） 
第 41 条 教職員は、法人の定める諸規程および法令等を遵守し、職場の秩序を保持して本学
の発展に寄与しなければならない。 

２ 教職員は、勤務時間中担当の業務に専念し、能率の発揮に努めなければならない。 
３ 教員は、その職務を遂行するため絶えず研究に努めるとともに、教育の向上に努めなけ
ればならない。 

４ 教員は、各学期について授業持時間を含めて１週について概ね３日出勤しなければなら
ない。 

５ 教職員は、職場においてハラスメントがないよう努めなければならない。 
６ 教員は、出講簿に捺印しなければならない。 
７ 職員は、出勤時刻及び退勤時刻を打刻しなければならない。 

第６章 研修 
（研修の実施） 

第 42 条 職員の研修に関する事項は、「学校法人大阪経済大学職員研修規程」による。 
２ 職員は命ぜられた研修を受けなければならない。 
３ 研修を受けた職員は、研修に関する報告書を理事長に提出しなければならない。 
４ 職員が所属長の許可を得た研修に要する時間は、所定の時間を勤務したものとみなす。 
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第７章 給与 
（給与） 

第 43 条 給与に関する事項は、「学校法人大阪経済大学給与規程」および「学校法人大阪経
済大学教職員退職給与規程」による。 
第８章 安全および衛生 

（災害および事故の防止） 
第 44 条 教職員は、職場の安全を保持し、常に災害および事故の防止に努めなければならな
い。 

２ 教職員は、火災その他災害の発生または危険発生の原因となり得る異常な兆候を認めた
ときは、直ちに臨機の措置をとるとともに関係者に報告しなければならない。 

３ 教職員は、災害あるいは事故が発生したときは、協力して被害を最小限に抑えるよう努
めなければならない。 
（保健および衛生） 

第 45 条 教職員は、保健および衛生に留意し、健康の保持に努めなければならない。 
第 46 条 法人は、次の各号の一に該当する教職員に、就業の禁止、業務の転換その他必要な
措置をとる。 
(１) 心身に故障ある者および開放性結核患者 
(２) 感染症の予防および感染症の患者に対する医療に関する法律に定める感染症で他の
者に感染するおそれのある者およびその疑似患者 
(３) 就業することにより病勢昂進のおそれがある者 
(４) 医師が就業することを不適当と認めた者 
第９章 災害補償 

（災害補償） 
第 47 条 法人は、教職員が業務上または通勤途上において負傷し、疾病もしくは死亡した場
合は、労働者災害補償保険法の定めにより補償する。 

２ 業務上または通勤途上における負傷、疾病により欠勤し、または休職を命じた場合で労
働者災害補償保険法による補償を受ける期間は、給与を支給しない。 
第 10 章 表彰および懲戒 

（表彰） 
第 48 条 教職員が次の各号の一に該当する場合は、表彰する。 

(１) 法人の発展に特に功労があった場合 
(２) 学術上顕著な業績または教育上特に功労があった場合 
(３) 永年誠実に勤務した場合 
(４) その他表彰に値する行為があった場合 

２ 表彰は、賞状のほか賞品または賞金の授与をもって行う。 
（懲戒） 

第 49 条 教職員に次の各号に掲げる行為があった場合は、事の軽重に応じ、情状を勘案し
て、次条に定める懲戒処分を行う。 
(１) 学校法人大阪経済大学就業規則その他の諸規程又は業務上の指示及び命令に違反し
たとき 
(２) 重要な経歴を偽りその他不正な方法で採用されたとき 
(３) 勤務時間中に許可なく業務外の行為を行い、又は職務を放棄する行為があったとき 
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(４) 勤務時間中に許可なく業務外の目的で集会又は会合をしたとき 
(５) 職務上の地位権限を超えた専断的行為があったとき 
(６) 業務上の重要な秘密を漏洩し、又はみだりに本学の文書、書類を他に閲覧させる行
為のあったとき 
(７) 本学に届出を行わずに他の職業につき又は事業を営んだとき 
(８) 職務に関し、不当に金品その他の利益を受け又は贈与する行為があったとき 
(９) 許可なしに本学の物品を持ち出し、又は売却若しくは私用に供したとき 
(10) 他の教職員の業務を妨害し、又はこれに対し侮辱、脅迫若しくは暴行を加えたとき 
(11) 無届け欠勤が引き続き 20 日に及んだとき 
(12) 出勤常ならず又は遅刻を重ね、しばしば注意を受けても改めないとき 
(13) 故意又は重過失によって本学に重大な損害を与えたとき 
(14) 刑事上の犯罪を犯すなど、その他著しく本学の名誉及び信用を傷つけ、又は大学
教・職員としての体面を汚す言動があったとき 
(15) しばしば懲戒処分を受け、改悛の見込みがないとき 

第 50 条 懲戒の種類は、次の６種とし、これを併科しない。 
(１) けん責 始末書を提出させ将来を戒める。 
(２) 減給 始末書を提出させ、かつ１回の額が平均給与日額の２分の１を減ずる。ただ
し、総額において給与月額の 10 分の１を限度とする。 
(３) 出勤停止 始末書を提出させ、かつ 30 日間を限度として出勤を停止し、その間の給
与は支給しない。 
(４) 降職 始末書を提出させ、かつ職制上の地位を免じ、又は下位等級へ降格する。 
(５) 諭旨免職 諭旨により退職願を提出させる。これに応じないときは懲戒免職とす
る。 
(６) 懲戒免職 予告期間を設けず即時解雇し、退職給与の支給はしない。 

第 51 条 教職員に懲戒処分に該当する行為があった場合は、当該所属長をも懲戒することが
ある。 
（副業・兼業）  

第 52 条 副業・兼業に関する事項は、別に定める「学校法人大阪経済大学副業・兼業届出要
領」による。 
（改廃） 

第 53 条 この規則の改廃は、理事会が行う。 
附 則 

１ この就業規則は、昭和 61年 10 月 11 日制定し、昭和 61 年 12月 11日から施行する。 
２ この就業規則の解釈上又は適用上、疑義を生じた場合は、理事会が決定する。 
３ この就業規則に改訂の必要が生じた場合は、本学の労働者の過半数を代表する者の意見
を聞いて理事会が決定する。 

４ この就業規則は、平成 3年 4 月 1 日に改正し、同日から施行する。 
５ この就業規則は、平成 4年 3 月 16 日に改正し、平成 4年 4 月 1 日から施行する。 
６ この就業規則は、平成 4年 10 月 27日に改正し、平成 4 年 4月 1日から適用する。 
７ この就業規則は、平成 6年 2 月 18 日に改正し、平成 6年 4 月 1 日から施行する。 
８ この就業規則は、平成 6年 9 月 22 日に改正し、平成 6年 4 月 1 日から適用する。 
９ この就業規則は、平成 8年 4 月 22 日に改正し、平成 8年 4 月 1 日から適用する。 
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10 この就業規則は、平成 9年 3 月 18 日に改正し、平成 9年 4 月 1 日から施行する。 
11 この就業規則は、平成 10年 12 月 8日に改正し、平成 10 年 4 月 1 日から適用する。 
12 この就業規則は、平成 11年 3月 17日に改正し、平成 11 年 4 月 1 日から施行する。 
13 この就業規則は、平成 12年 3月 14日に改正し、平成 12 年 4 月 1 日から施行する。 
14 この就業規則は、平成 14年 3月 19日に改正し、平成 14 年 4 月 1 日から施行する。 
15 この就業規則は、平成 15年 5月 20日に改正し、平成 15 年 4 月 1 日から適用する。 
16 この就業規則は、平成 17年 3月 15日に改正し、平成 17 年 4 月 1 日から施行する。 
17 この就業規則は、2010 年 3 月 16 日に改正し、同年 4月 1 日から施行する。 
  なお、この改正規則の施行に伴い、「育児休業規程に定める労働時間短縮についての取
り扱い要項」「看護・介護休業規程に定める労働時間短縮についての取り扱い要項」「休
職及び復職に関する手続（内規）」「休日勤務の取扱等について（内規）」「当直勤務規
程」「当直勤務心得」および「半日有給休暇制度の実施について（内規）」は廃止する。 

18 この就業規則は、2010 年 7月 27 日に改正し、同年 6月 30 日から適用する。 
19 この就業規則は、2013 年 12 月 10 日に改正し、同日から施行する。  
20 この就業規則は、2018 年 1月 23 日に改正し、同年 4 月 1日から施行する。 
21 この就業規則は、2019 年 3月 19 日に改正し、同年 4 月 1日から施行する。  
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大阪経済大学研究活動に関する行動規範 
2010 年 3月 4 日大学評議会決定 
2015年 3 月 3日改正・施行 

大阪経済大学（以下「本学」という。）は、建学精神である「自由と融和」に則り、深く
専門の学芸を教授研究し、知的、道徳的および応用的能力を展開させ、人間性豊かな実学教
育の成果をあげることによって、社会の発展に寄与する使命を持つ。 
本学は、日本学術会議声明「科学者の行動規範」（平成 18 年 10 月 3 日制定、平成 25 年

1 月 25 日改訂）に準拠し、本学において研究活動を行うすべての者、およびこれを支援す
るすべての者（以下「研究者等」という。）が遵守すべき行動規範を以下のとおり定める。 

１．研究者等は、本学で管理する研究費が、学生納付金、公的資金、その他外部資金によっ
て支えられていることを認識し、その使用および管理にあたり、研究費ごとに定められ
た条件、ルール等を遵守しなければならない。 

２．研究者等は、研究活動において、個人の尊厳および人権を尊重しなければならない。  
また、学生や共同研究者に対し、不利益を与えてはならない。 

３．研究者等は、研究活動において知り得た情報等について守秘義務を厳守し、消滅・改ざ
ん・漏洩等を防ぐための措置を講じ、適切な期間保存するように努めなければならない。 

４．研究者等は、研究成果の発表において、ねつ造・改ざん・盗用等の不正行為を行わない
ことはもとより、不正行為の発生を未然に防止するように努めなければならない。 

５．研究者等は、利益相反に十分注意を払い、適切に対応する。 

６．研究者等は、不正行為が行われようとしている、あるいは、行われたことを知った場合
には、それを放置してはならない。 

７．この行動規範の改廃は、研究コンプライアンス推進委員会の意見を聴いて、理事長が 
行う。 

資料39
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中国語Ⅱb 1 トウガン 春 全学共通科目　外国語科目 E43
中国語Ⅳa 1 陳傑中 春 全学共通科目　外国語科目 G55
日本語Ⅰb 1 松田由美子 春 全学共通科目　外国語科目 E22 英語Ⅱb[L&S] 1 HOLLEYMARK 秋 全学共通科目　外国語科目 C3E
哲学入門 2 稲岡大志 春 全学共通科目　広域科目 D33 ﾌﾗﾝｽ語Ⅱb[文法] 1 兼山美幸 秋 全学共通科目　外国語科目 B34
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ入門 2 鴨谷香 春 全学共通科目　広域科目 D44 ﾄﾞｲﾂ語Ⅱb[文法] 1 亀井一 秋 全学共通科目　外国語科目 C53
日本語表現演習(書き方) 2 山口俊雄 春 全学共通科目　広域科目 C51 ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅱb[文法] 1 新谷美紀子 秋 全学共通科目　外国語科目 A32
国際共創入門 2 梅村仁　他 春 学科専攻科目　入門科目 D32 中国語Ⅱa 1 トウガン 秋 全学共通科目　外国語科目 E43
Advanced English(Discussion) 2 藤枝豊 春 学科専攻科目　英語ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ科目 C3A 中国語Ⅱb 1 陳傑中 秋 全学共通科目　外国語科目 G55
演習Ⅱ 2 小林直三 春 学科専攻科目　演習科目 C2B 中国語Ⅱb 1 范紫江 秋 全学共通科目　外国語科目 B22
演習Ⅱ 2 内藤雅一 春 学科専攻科目　演習科目 C2C 朝鮮語Ⅱa 1 田星姫 秋 全学共通科目　外国語科目 E32
演習Ⅱ 2 酒井大策 春 学科専攻科目　演習科目 C2A 朝鮮語Ⅱb 1 松田由美子 秋 全学共通科目　外国語科目 E22
演習Ⅱ 2 小川未空 春 学科専攻科目　演習科目 C2D 現代社会論 2 三品拓人 秋 全学共通科目　広域科目 G51
演習Ⅱ 2 河村賢 春 学科専攻科目　演習科目 C2E 考古学 2 前田敬彦 秋 全学共通科目　広域科目 D21
中国語Ⅰb 1 トウガン 秋 全学共通科目　外国語科目 E43 健康増進の理論 2 村瀬浩二 秋 全学共通科目　広域科目 A33
中国語Ⅲa 1 陳傑中 秋 全学共通科目　外国語科目 G55 ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ概論 2 野山知子 秋 全学共通科目　広域科目 E31
哲学入門 2 稲岡大志 秋 全学共通科目　広域科目 D12 ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ 2 濱田真輔 秋 全学共通科目　広域科目 D12
歴史学入門 2 猪原透 秋 全学共通科目　広域科目 D33 論理的思考入門 2 鴨谷香 秋 全学共通科目　広域科目 B21
Advanced English(Discussion) 2 藤枝豊 秋 学科専攻科目　英語ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ科目 C3A 日本語表現演習(話し方) 2 松田青華 秋 全学共通科目　広域科目 A21
演習Ⅲ 2 小林直三 秋 学科専攻科目　演習科目 C2B ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ企業論 2 竹内詩織 秋 学科専攻科目　基幹科目 メディア

演習Ⅲ 2 内藤雅一 秋 学科専攻科目　演習科目 C2C Advanced English(Debate) 2 藤枝豊 秋 学科専攻科目　英語ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ科目 C3A
演習Ⅲ 2 酒井大策 秋 学科専攻科目　演習科目 C2A Peace and Coexistence 2 友次晋介 秋 学科専攻科目　英語ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ科目 C2A
演習Ⅲ 2 小川未空 秋 学科専攻科目　演習科目 C2D 卒業研究Ⅱ 2 大和里美 秋 学科専攻科目　演習科目 C2C
演習Ⅲ 2 河村賢 秋 学科専攻科目　演習科目 C2E

英語Ⅰb[L&S] 2 HOLLEYMARK 春 全学共通科目　外国語科目 C3E
英語Ⅲb[L&S] 1 HOLLEYMARK 春 全学共通科目　外国語科目 C3E ﾌﾗﾝｽ語Ⅰb[文法] 1 兼山美幸 春 全学共通科目　外国語科目 B34
ﾌﾗﾝｽ語Ⅰb[文法] 1 兼山美幸 春 全学共通科目　外国語科目 B34 ﾄﾞｲﾂ語Ⅰa[講読] 1 志田章 春 全学共通科目　外国語科目 E33
ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅰb[文法] 1 新谷美紀子 春 全学共通科目　外国語科目 A32 ﾄﾞｲﾂ語Ⅰb[文法] 1 亀井一 春 全学共通科目　外国語科目 C53
中国語Ⅰa 1 トウガン 春 全学共通科目　外国語科目 E43 ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅰb[文法] 1 新谷美紀子 春 全学共通科目　外国語科目 A32
中国語Ⅱb 1 范紫江 春 全学共通科目　外国語科目 B22 中国語Ⅰa 1 トウガン 春 全学共通科目　外国語科目 E43
朝鮮語Ⅱa 1 田星姫 春 全学共通科目　外国語科目 E32 中国語Ⅰb 1 陳傑中 春 全学共通科目　外国語科目 G55
日本語Ⅲa 1 松田由美子 春 全学共通科目　外国語科目 E22 中国語Ⅰb 1 范紫江 春 全学共通科目　外国語科目 B22
TOEICⅠ 2 笹平桂子 春 全学共通科目　外国語科目 B31 朝鮮語Ⅰa 1 田星姫 春 全学共通科目　外国語科目 E32
ﾋﾞｼﾞﾈｽ英語Ⅰ 2 下吉真衣 春 全学共通科目　外国語科目 E51 日本語Ⅰa 1 松田由美子 春 全学共通科目　外国語科目 E22
中国語演習 2 陳傑中 春 全学共通科目　広域科目 G55 日本文化論 2 辻晶子 春 全学共通科目　広域科目 D41
健康増進の理論 2 村瀬浩二 春 全学共通科目　広域科目 A33 論理的思考入門 2 鴨谷香 春 全学共通科目　広域科目 B21
ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ 2 濱田真輔 春 全学共通科目　広域科目 D12 世界経済史 2 吉田建一郎 春 学科専攻科目　基幹科目 D11
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ入門 2 鴨谷香 春 全学共通科目　広域科目 D44 英語Ⅱb[L&S] 1 HOLLEYMARK 秋 全学共通科目　外国語科目 C3E
日本語表現演習(書き方) 2 山口俊雄 春 全学共通科目　広域科目 C53 ﾌﾗﾝｽ語Ⅱb[文法] 1 兼山美幸 秋 全学共通科目　外国語科目 B34
ﾛｼﾞｶﾙｼﾝｷﾝｸﾞ 2 坂本ひとみ 春 学科専攻科目　入門科目 G61 ﾄﾞｲﾂ語Ⅱa[講読] 1 志田章 秋 全学共通科目　外国語科目 E33
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ基礎 2 竹下智 春 学科専攻科目　基礎科目 C31 ﾄﾞｲﾂ語Ⅱb[文法] 1 亀井一 秋 全学共通科目　外国語科目 C53
まちづくり論 2 梅村仁 春 学科専攻科目　領域科目 G63 ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅱb[文法] 1 新谷美紀子 秋 全学共通科目　外国語科目 A32
Advanced English(Presentation) 2 藤枝豊 春 学科専攻科目　英語ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ科目 C3A 中国語Ⅱa 1 トウガン 秋 全学共通科目　外国語科目 E43
卒業研究Ⅰ 2 山谷清秀 春 学科専攻科目　演習科目 C3B 中国語Ⅱb 1 陳傑中 秋 全学共通科目　外国語科目 G55
英語Ⅳb[L&S] 2 HOLLEYMARK 秋 全学共通科目　外国語科目 C3E 中国語Ⅱb 1 范紫江 秋 全学共通科目　外国語科目 B22
ﾌﾗﾝｽ語Ⅱb[文法] 1 兼山美幸 秋 全学共通科目　外国語科目 B34 朝鮮語Ⅱa 1 田星姫 秋 全学共通科目　外国語科目 E32
ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅱb[文法] 1 新谷美紀子 秋 全学共通科目　外国語科目 A32 日本語Ⅱa 1 松田由美子 秋 全学共通科目　外国語科目 E22
中国語Ⅰb 1 范紫江 秋 全学共通科目　外国語科目 B22 ｽﾎﾟｰﾂの理論 2 永松昌樹 秋 全学共通科目　広域科目 A33
中国語Ⅱa 1 トウガン 秋 全学共通科目　外国語科目 E43 ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ概論 2 野山知子 秋 全学共通科目　広域科目 E31
朝鮮語Ⅰa 1 田星姫 秋 全学共通科目　外国語科目 E32 論理的思考入門 2 鴨谷香 秋 全学共通科目　広域科目 B21
日本語Ⅳa 1 松田由美子 秋 全学共通科目　外国語科目 E22 社会的企業論 2 柗永佳甫 秋 学科専攻科目　領域科目 E42
TOEICⅡ 2 笹平桂子 秋 全学共通科目　外国語科目 B31
ﾋﾞｼﾞﾈｽ英語Ⅱ 2 下吉真衣 秋 全学共通科目　外国語科目 E51 ﾌﾗﾝｽ語Ⅳa[講読] 1 兼山美幸 春 全学共通科目　外国語科目 B34
中国語演習 2 陳傑中 秋 全学共通科目　外国語科目 G55 ﾄﾞｲﾂ語Ⅳb[文法] 1 志田章 春 全学共通科目　外国語科目 E33
歴史学入門 2 猪原透 秋 全学共通科目　広域科目 D33 中国語Ⅱb 1 范紫江 春 全学共通科目　外国語科目 B22
法学入門 2 大塚泰寿 秋 全学共通科目　広域科目 D10 日本語表現演習(書き方) 2 辻晶子 春 全学共通科目　広域科目 B21
現代社会論 2 崔煌 秋 全学共通科目　広域科目 G42 共生社会論 2 田島栄文 春 学科専攻科目　領域科目 E21
現代社会論 2 三品拓人 秋 全学共通科目　広域科目 G51 ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙⅠ 2 大和里美 春 学科専攻科目　演習科目 C2C
民俗学 2 東城義則 秋 全学共通科目　広域科目 D32 ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙⅠ 2 小川未空 春 学科専攻科目　演習科目 C2D
健康増進の理論 2 三宅眞理 秋 全学共通科目　広域科目 A34 ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙⅠ 2 山谷清秀 春 学科専攻科目　演習科目 C3B
ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ 2 濱田真輔 秋 全学共通科目　広域科目 D12 卒業研究Ⅰ 2 藤本典嗣 春 学科専攻科目　演習科目 C2E
ｷｬﾘｱ開発論 2 坂本ひとみ 秋 学科専攻科目　基幹科目 B21 ﾌﾗﾝｽ語Ⅲa[講読] 1 兼山美幸 秋 全学共通科目　外国語科目 B34
中小企業政策 2 梅村仁 秋 学科専攻科目　領域科目 E41 ﾄﾞｲﾂ語Ⅲb[文法] 1 志田章 秋 全学共通科目　外国語科目 E33
Advanced English(Presentation) 2 藤枝豊 秋 学科専攻科目　英語ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ科目 C3A 中国語Ⅱb 1 范紫江 秋 全学共通科目　外国語科目 B22
演習Ⅰ 2 小林直三 秋 学科専攻科目　演習科目 C2B TOEICⅡ 2 中谷紘子 秋 全学共通科目　外国語科目 A23
演習Ⅰ 2 内藤雅一 秋 学科専攻科目　演習科目 C2C 福祉社会論 2 田島栄文 秋 学科専攻科目　領域科目 E21
演習Ⅰ 2 酒井大策 秋 学科専攻科目　演習科目 C2A ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙⅡ 2 大和里美 秋 学科専攻科目　演習科目 C2C
演習Ⅰ 2 小川未空 秋 学科専攻科目　演習科目 C2D ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙⅡ 2 酒井大策 秋 学科専攻科目　演習科目 C2A
演習Ⅰ 2 河村賢 秋 学科専攻科目　演習科目 C2E ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙⅡ 2 友次晋介 秋 学科専攻科目　演習科目 C2B
卒業研究Ⅱ 2 山谷清秀 秋 学科専攻科目　演習科目 C3B ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙⅡ 2 小川未空 秋 学科専攻科目　演習科目 C2D

ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙⅡ 2 山谷清秀 秋 学科専攻科目　演習科目 C3B
英語Ⅰb[L&S] 2 HOLLEYMARK 春 全学共通科目　外国語科目 C3E 卒業研究Ⅱ 2 藤本典嗣 秋 学科専攻科目　演習科目 C2E
ﾌﾗﾝｽ語Ⅰb[文法] 1 兼山美幸 春 '全学共通科目　外国語科目 B34
ﾄﾞｲﾂ語Ⅰb[文法] 1 亀井一 春 '全学共通科目　外国語科目 C53 人文地理学 2 長谷川達也 春 全学共通科目　広域科目 D31
ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅰb[文法] 1 新谷美紀子 春 '全学共通科目　外国語科目 A32 地誌 2 長谷川達也 秋 全学共通科目　広域科目 D31
中国語Ⅰa 1 トウガン 春 '全学共通科目　外国語科目 E43
中国語Ⅰb 1 陳傑中 春 '全学共通科目　外国語科目 G55
中国語Ⅰb 1 范紫江 春 '全学共通科目　外国語科目 B22
朝鮮語Ⅰa 1 田星姫 春 '全学共通科目　外国語科目 E32
朝鮮語Ⅰb 1 松田由美子 春 '全学共通科目　外国語科目 E22
ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ 2 濱田真輔 春 全学共通科目　広域科目 D12
論理的思考入門 2 鴨谷香 春 全学共通科目　広域科目 B21
日本語表現演習(話し方) 2 松田青華 春 全学共通科目　広域科目 A21
文化人類学 2 早川公 春 学科専攻科目　基幹科目 G44
ﾛｰｶﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ･ｽﾀﾃﾞｨ 2 藤本典嗣 春 学科専攻科目　共創科目 C2A
Advanced English(Debate) 2 藤枝豊 春 学科専攻科目　英語ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ科目 C3A
卒業研究Ⅰ 2 大和里美 春 学科専攻科目　演習科目 C2C
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日本の歴史 2 望月みわ　 春 全学共通科目　広域科目 G61 英語Ⅰa[R&W] 1 溝川泰章 春 全学共通科目　外国語科目 C2A
ｽﾎﾟｰﾂの理論 2 大前拓 春 全学共通科目　広域科目 D21 英語Ⅰb[L&S] 1 ILES LOWELL 春 全学共通科目　外国語科目 C2B
社会学概論 2 河村賢　他 春 学科専攻科目　入門科目 E21 ﾌﾗﾝｽ語Ⅰb[文法] 1 久後貴行 春 全学共通科目　外国語科目 A23
環境と社会 2 熊澤輝一 春 学科専攻科目　領域科目 E32 ﾄﾞｲﾂ語Ⅰa[講読] 1 野間砂理　 春 全学共通科目　外国語科目 G64
演習Ⅱ 2 梅村仁 春 学科専攻科目　演習科目 C2D ﾄﾞｲﾂ語Ⅰb[文法] 1 志田章 春 全学共通科目　外国語科目 E33
演習Ⅱ 2 大和里美 春 学科専攻科目　演習科目 C2C ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅰa[講読] 1 寺本あけみ 春 全学共通科目　外国語科目 A42
演習Ⅱ 2 友次晋介 春 学科専攻科目　演習科目 C2E ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅰa[講読] 1 ヘラルド 春 全学共通科目　外国語科目 A22
ｽﾎﾟｰﾂの理論 2 大前拓 秋 全学共通科目　広域科目 D21 ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅰb[文法] 1 村上寿英　 春 全学共通科目　外国語科目 B43
国際社会論 2 河村賢　　 秋 学科専攻科目　基礎科目 E21 中国語Ⅰa 1 桜木陽子 春 全学共通科目　外国語科目 G44
NGO･NPO論 2 柗永佳甫 秋 学科専攻科目　基幹科目 D32 中国語Ⅰa 1 楊麗珍 春 全学共通科目　外国語科目 G55
環境ﾃﾞｻﾞｲﾝ論 2 熊澤輝一 秋 学科専攻科目　領域科目 E32 中国語Ⅰb 1 陳薇 春 全学共通科目　外国語科目 G53
演習Ⅲ 2 梅村仁 秋 学科専攻科目　演習科目 C2D 朝鮮語Ⅰa 1 田星姫 春 全学共通科目　外国語科目 E32
演習Ⅲ 2 大和里美 秋 学科専攻科目　演習科目 C2C 朝鮮語Ⅰb 1 李美丹　 春 全学共通科目　外国語科目 E43
演習Ⅲ 2 友次晋介 秋 学科専攻科目　演習科目 C2E 朝鮮語Ⅰb 1 南美惠　 春 全学共通科目　外国語科目 G52

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 2 重光美恵 春 全学共通科目　外国語科目 C52
ﾌﾗﾝｽ語Ⅲb[文法] 1 久後貴行 春 全学共通科目　外国語科目 A23 現代と教育 2 保田その 春 全学共通科目　広域科目 G51
中国語Ⅲb 1 陳薇 春 全学共通科目　外国語科目 G53 文学入門 2 近藤直美 春 全学共通科目　広域科目 D21
朝鮮語Ⅱb 1 南美惠　 春 全学共通科目　外国語科目 G52 文学入門 2 中村美子 春 全学共通科目　広域科目 A34
朝鮮語Ⅲb 1 田星姫 春 全学共通科目　外国語科目 E32 経済学入門 2 広瀬浩介 春 全学共通科目　広域科目 G42
TOEICⅠ 2 笹平桂子 春 全学共通科目　外国語科目 B31 社会学入門 2 田川夢乃　 春 全学共通科目　広域科目 G61
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 2 久保祐美子 春 全学共通科目　外国語科目 B42 数学入門 2 大下顕弘 春 全学共通科目　広域科目 B21
ﾄﾞｲﾂ語演習 2 野間砂理　 春 全学共通科目　外国語科目 G64 ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ入門 2 鴨谷香　　 春 全学共通科目　広域科目 D44
心理学入門 2 仁科国之　 春 全学共通科目　広域科目 A33 多文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 2 小川未空 春 学科専攻科目　基幹科目 B31
日本語表現 2 中村美子 春 全学共通科目　広域科目 A34 卒業研究Ⅰ 2 沖浦文彦 春 学科専攻科目　演習科目 C2C
日本の歴史 2 望月みわ　 春 全学共通科目　広域科目 G61 英語Ⅱa[R&W] 1 溝川泰章 秋 全学共通科目　外国語科目 C2A
ｽﾎﾟｰﾂの理論 2 大前拓 春 全学共通科目　広域科目 D21 英語Ⅱb[L&S] 1 ILES LOWELL 秋 全学共通科目　外国語科目 C2B
Basic English A 2 藤枝豊 春 学科専攻科目　入門科目 C2A ﾌﾗﾝｽ語Ⅱb[文法] 1 久後貴行 秋 全学共通科目　外国語科目 A23
社会心理学 2 永野光朗 春 学科専攻科目　基幹科目 E43 ﾄﾞｲﾂ語Ⅱa[講読] 1 野間砂理　 秋 全学共通科目　外国語科目 G64
地域産業論 2 藤本典嗣 春 学科専攻科目　領域科目 E31 ﾄﾞｲﾂ語Ⅱb[文法] 1 志田章 秋 全学共通科目　外国語科目 E33
卒業研究Ⅰ 2 滝澤克彦 春 学科専攻科目　演習科目 C3A ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅱa[講読] 1 寺本あけみ 秋 全学共通科目　外国語科目 A42
卒業研究Ⅰ 2 坂本ひとみ 春 学科専攻科目　演習科目 C2B ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅱa[講読] 1 ヘラルド 秋 全学共通科目　外国語科目 A22
卒業研究Ⅰ 2 小川未空 春 学科専攻科目　演習科目 C2D ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅱb[文法] 1 村上寿英　 秋 全学共通科目　外国語科目 B43
ﾌﾗﾝｽ語Ⅳb[文法] 1 久後貴行 秋 全学共通科目　外国語科目 A23 中国語Ⅱa 1 桜木陽子 秋 全学共通科目　外国語科目 G44
中国語Ⅳb 1 陳薇 秋 全学共通科目　外国語科目 G53 中国語Ⅱa 1 楊麗珍 秋 全学共通科目　外国語科目 G55
朝鮮語Ⅰb 1 南美惠　 秋 全学共通科目　外国語科目 G52 中国語Ⅱb 1 陳薇 秋 全学共通科目　外国語科目 G53
朝鮮語Ⅳb 1 田星姫 秋 全学共通科目　外国語科目 E32 朝鮮語Ⅱa 1 田星姫 秋 全学共通科目　外国語科目 E32
TOEICⅡ 2 笹平桂子 秋 全学共通科目　外国語科目 B31 朝鮮語Ⅱb 1 李美丹　 秋 全学共通科目　外国語科目 E43
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 2 久保祐美子 秋 全学共通科目　外国語科目 B42 朝鮮語Ⅱb 1 南美惠　 秋 全学共通科目　外国語科目 G52
現代と教育 2 保田その 秋 全学共通科目　広域科目 G51 日本の文学 2 近藤直美 秋 全学共通科目　広域科目 D21
日本語表現 2 中村美子 秋 全学共通科目　広域科目 A34 日本の文学 2 中村美子 秋 全学共通科目　広域科目 A33
経営学入門 2 張ﾊﾞｰﾊﾞﾗ 秋 全学共通科目　広域科目 D33 日本の文学 2 水川布美子 秋 全学共通科目　広域科目 G62
ｽﾎﾟｰﾂの理論 2 大前拓 秋 全学共通科目　広域科目 D21 中国の文学 2 瞿艶丹　 秋 全学共通科目　広域科目 G41
Basic English B 2 藤枝豊 秋 学科専攻科目　入門科目 C2A ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ入門 2 鴨谷香　　 秋 全学共通科目　広域科目 D44
社会ｼｽﾃﾑ論 2 河村賢　　　 秋 学科専攻科目　基幹科目 B33 公共政策 2 山谷清秀 秋 学科専攻科目　領域科目 E31
演習Ⅰ 2 梅村仁 秋 学科専攻科目　演習科目 C5A 卒業研究Ⅱ 2 沖浦文彦 秋 学科専攻科目　演習科目 C2C
演習Ⅰ 2 大和里美 秋 学科専攻科目　演習科目 C2C
演習Ⅰ 2 友次晋介 秋 学科専攻科目　演習科目 C2E 英語Ⅰa[R&W] 2 溝川泰章 春 全学共通科目　外国語科目 C2A
卒業研究Ⅱ 2 滝澤克彦 秋 学科専攻科目　演習科目 C3A ﾄﾞｲﾂ語Ⅱa[講読] 1 志田章 春 全学共通科目　外国語科目 E33
卒業研究Ⅱ 2 坂本ひとみ 秋 学科専攻科目　演習科目 C2B ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅳa[講読] 1 ヘラルド 春 全学共通科目　外国語科目 A22
卒業研究Ⅱ 2 小川未空 秋 学科専攻科目　演習科目 C2D 朝鮮語Ⅳb 1 田星姫 春 全学共通科目　外国語科目 E32

TOEICⅠ 2 平敷亮子 春 全学共通科目　外国語科目 E22
ﾌﾗﾝｽ語Ⅰb[文法] 1 久後貴行 春 全学共通科目　外国語科目 A23 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 2 グレコ 春 全学共通科目　外国語科目 B32
ﾄﾞｲﾂ語Ⅰa[講読] 1 野間砂理　 春 全学共通科目　外国語科目 G64 現代の倫理 2 中村信隆　 春 全学共通科目　広域科目 D33
ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅰa[講読] 1 寺本あけみ 春 全学共通科目　外国語科目 A42 現代の法 2 四條北斗 春 全学共通科目　広域科目 D42
ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅰa[講読] 1 村上寿英　 春 全学共通科目　外国語科目 B43 ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ入門 2 鴨谷香 春 全学共通科目　広域科目 D44
中国語Ⅰa 1 桜木陽子 春 全学共通科目　外国語科目 G44 現代文化論 2 吉川ゆかり 春 学科専攻科目　領域科目 B21
中国語Ⅰa 1 楊麗珍 春 全学共通科目　外国語科目 G55 英語文学A 2 福田圭三 春 学科専攻科目　英語ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ科目 E63
中国語Ⅰb 1 陳薇 春 全学共通科目　外国語科目 G53 ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙⅠ 2 柗永佳甫 春 学科専攻科目　演習科目 C3A
朝鮮語Ⅰa 1 田星姫 春 全学共通科目　外国語科目 E32 ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙⅠ 2 河村賢 春 学科専攻科目　演習科目 C2C
朝鮮語Ⅰb 1 李美丹　 春 全学共通科目　外国語科目 E43 ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙⅠ 2 島村幸忠 春 学科専攻科目　演習科目 C3C
朝鮮語Ⅰb 1 南美惠　 春 全学共通科目　外国語科目 G52 卒業研究Ⅰ 2 酒井大策 春 学科専攻科目　演習科目 C2B
心理学入門 2 仁科国之　 春 全学共通科目　広域科目 A33 英語Ⅱa[R&W] 2 溝川泰章 秋 全学共通科目　外国語科目 C2A
文学入門 2 中村美子 春 全学共通科目　広域科目 A34 ﾄﾞｲﾂ語Ⅰa[講読] 1 志田章 秋 全学共通科目　外国語科目 E33
社会学入門 2 田川夢乃　 春 全学共通科目　広域科目 G61 ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅱa[講読] 1 ヘラルド 秋 全学共通科目　外国語科目 A22
ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ 2 鴨谷香　　 春 全学共通科目　広域科目 D12 TOEICⅡ 2 平敷亮子 秋 全学共通科目　外国語科目 E22
Japanese Culture 2 島村幸忠 春 学科専攻科目　基礎科目 B21 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 2 グレコ 秋 全学共通科目　外国語科目 B32
国際社会と人権 2 小林直三 春 学科専攻科目　基幹科目 C31 現代の倫理 2 中村信隆　 秋 全学共通科目　広域科目 D41
地方創生論 2 藤本典嗣 春 学科専攻科目　領域科目 E33 ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ入門 2 鴨谷香　　 秋 全学共通科目　広域科目 D44
卒業研究Ⅰ 2 梅村仁 春 学科専攻科目　演習科目 C5A 文化政策 2 吉川ゆかり 秋 学科専攻科目　領域科目 B21
ﾌﾗﾝｽ語Ⅱb[文法] 1 久後貴行 秋 全学共通科目　外国語科目 A23 ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙⅡ 2 柗永佳甫 秋 学科専攻科目　演習科目 C3A
ﾄﾞｲﾂ語Ⅱa[講読] 1 野間砂理　 秋 全学共通科目　外国語科目 G64 ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙⅡ 2 河村賢 秋 学科専攻科目　演習科目 C2C
ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅱa[講読] 1 寺本あけみ 秋 全学共通科目　外国語科目 A42 ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙⅡ 2 島村幸忠 秋 学科専攻科目　演習科目 C3C
ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅱa[講読] 1 村上寿英　 秋 全学共通科目　外国語科目 B43 卒業研究Ⅱ 2 酒井大策 秋 学科専攻科目　演習科目 C2B
中国語Ⅱa 1 桜木陽子 秋 全学共通科目　外国語科目 G44
中国語Ⅱa 1 楊麗珍 秋 全学共通科目　外国語科目 G55 現代と教育 2 保田その 春 全学共通科目　広域科目 G51
中国語Ⅱb 1 陳薇 秋 全学共通科目　外国語科目 G53 心理学入門 2 鵜山洋子 秋 全学共通科目　広域科目 D33
朝鮮語Ⅱa 1 田星姫 秋 全学共通科目　外国語科目 E32
朝鮮語Ⅱb 1 李美丹　 秋 全学共通科目　外国語科目 E43
朝鮮語Ⅱb 1 南美惠　 秋 全学共通科目　外国語科目 G52
倫理学入門 2 中村信隆　 秋 全学共通科目　広域科目 D41
日本の文学 2 中村美子 秋 全学共通科目　広域科目 A33
日本の文学 2 水川布美子 秋 全学共通科目　広域科目 G62
欧米の文学 2 福田圭三 秋 全学共通科目　広域科目 D21
ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ 2 鴨谷香　　　 秋 全学共通科目　広域科目 D12
ｼﾞｪﾝﾀﾞｰと法 2 小林直三 秋 学科専攻科目　基幹科目 C31
ｿｰｼｬﾙｷｬﾋﾟﾀﾙ論 2 柗永佳甫 秋 学科専攻科目　領域科目 E41
卒業研究Ⅱ 2 梅村仁 秋 学科専攻科目　演習科目 C5A
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ﾌﾗﾝｽ語Ⅳb[文法] 1 中所聖一 春 全学共通科目　外国語科目 B33 ﾌﾗﾝｽ語Ⅰa[講読] 1 中所聖一 春 全学共通科目　外国語科目 B33
ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅲb[文法] 1 牧野香織　 春 全学共通科目　外国語科目 B42 ﾌﾗﾝｽ語Ⅰa[講読] 1 山口威 春 全学共通科目　外国語科目 E62
中国語Ⅱa 1 桂　小蘭 春 全学共通科目　外国語科目 B43 ﾌﾗﾝｽ語Ⅰb[文法] 1 久後貴行 春 全学共通科目　外国語科目 A23
中国語Ⅲb 1 鄭　　萍 春 全学共通科目　外国語科目 B31 ﾄﾞｲﾂ語Ⅰa[講読] 1 野間砂理　 春 全学共通科目　外国語科目 G64
日本語Ⅴa 1 松田由美子 春 全学共通科目　外国語科目 E22 ﾄﾞｲﾂ語Ⅰb[文法] 1 長縄寛 春 全学共通科目　外国語科目 G63
政治学入門 2 土居充夫 春 全学共通科目　広域科目 D21 ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅰa[講読] 1 寺尾江利子 春 全学共通科目　外国語科目 A21
現代の日本経済 2 言美伊知朗 春 全学共通科目　広域科目 D32 ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅰb[文法] 1 牧野香織　 春 全学共通科目　外国語科目 B42
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝの理論 2 三宅孝昭 春 全学共通科目　広域科目 D31 中国語Ⅰa 1 浦元里花 春 全学共通科目　外国語科目 B22
地理学入門 2 全ウンフィ 春 全学共通科目　広域科目 G42 中国語Ⅰa 1 桂　小蘭 春 全学共通科目　外国語科目 B43
生物学入門 2 設樂哲弥　 春 全学共通科目　広域科目 C31 中国語Ⅰb 1 安力 春 全学共通科目　外国語科目 G53
経済学概論Ⅰ 2 内藤雅一 春 学科専攻科目　入門科目 D42 中国語Ⅰb 1 胡金定 春 全学共通科目　外国語科目 C63
国際文化論 2 滝澤克彦 春 学科専攻科目　基礎科目 E41 中国語Ⅰb 1 鄭　　萍 春 全学共通科目　外国語科目 B31
認知科学 2 藏口佳奈 春 学科専攻科目　基幹科目 D42 朝鮮語Ⅰa 1 崔　孝先 春 全学共通科目　外国語科目 A51
演習Ⅱ 2 沖浦文彦 春 学科専攻科目　演習科目 C3C 朝鮮語Ⅰa 1 朴英珠 春 全学共通科目　外国語科目 E43
演習Ⅱ 2 熊澤輝一 春 学科専攻科目　演習科目 C2E 朝鮮語Ⅰb 1 松田由美子 春 全学共通科目　外国語科目 E22
演習Ⅱ 2 竹下智 春 学科専攻科目　演習科目 C2D 哲学入門 2 青柳雅文 春 全学共通科目　広域科目 G62
演習Ⅱ 2 柗永佳甫 春 学科専攻科目　演習科目 C2C 心理学入門 2 富高智成 春 全学共通科目　広域科目 A33
演習Ⅱ 2 坂本ひとみ 春 学科専攻科目　演習科目 C2A 日本文化論 2 島村幸忠 春 全学共通科目　広域科目 D32
演習Ⅱ 2 島村幸忠 春 学科専攻科目　演習科目 C2B 社会学入門 2 喜多満里花 春 全学共通科目　広域科目 D11
ﾌﾗﾝｽ語Ⅲb[文法] 1 中所聖一 秋 全学共通科目　外国語科目 B33 ｽﾎﾟｰﾂ実技A 2 三宅孝昭 春 全学共通科目　広域科目 体育実技

ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅳb[文法] 1 牧野香織　 秋 全学共通科目　外国語科目 B42 平和と紛争 2 友次晋介 春 学科専攻科目　領域科目 E31
中国語Ⅰa 1 桂　小蘭 秋 全学共通科目　外国語科目 B43 Regional Environment and Sustainability 2 熊澤輝一 春 学科専攻科目　英語ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ科目 C2E
中国語Ⅳb 1 鄭　　萍 秋 全学共通科目　外国語科目 B31 ﾌﾗﾝｽ語Ⅱa[講読] 1 中所聖一 秋 全学共通科目　外国語科目 B33
日本語Ⅵa 1 松田由美子 秋 全学共通科目　外国語科目 E22 ﾌﾗﾝｽ語Ⅱa[講読] 1 山口威 秋 全学共通科目　外国語科目 E62
現代の心理学 2 中谷桂子 秋 全学共通科目　広域科目 A34 ﾌﾗﾝｽ語Ⅱb[文法] 1 久後貴行 秋 全学共通科目　外国語科目 A23
現代の政治 2 土居充夫 秋 全学共通科目　広域科目 D21 ﾄﾞｲﾂ語Ⅱa[講読] 1 野間砂理　 秋 全学共通科目　外国語科目 G64
大阪の経済と文化 2 高田剛司 秋 全学共通科目　広域科目 D32 ﾄﾞｲﾂ語Ⅱb[文法] 1 長縄寛 秋 全学共通科目　外国語科目 G63
地理学入門 2 全ウンフィ 秋 全学共通科目　広域科目 G42 ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅱa[講読] 1 寺尾江利子 秋 全学共通科目　外国語科目 A21
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ入門 2 濱田真輔　 秋 全学共通科目　広域科目 D44 ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅱb[文法] 1 牧野香織　 秋 全学共通科目　外国語科目 B42
経済学概論Ⅱ 2 内藤雅一 秋 学科専攻科目　入門科目 D42 中国語Ⅱa 1 浦元里花 秋 全学共通科目　外国語科目 B22
経済情報分析 2 細井真人 秋 学科専攻科目　基礎科目 G43 中国語Ⅱa 1 桂　小蘭 秋 全学共通科目　外国語科目 B43
演習Ⅲ 2 沖浦文彦 秋 学科専攻科目　演習科目 C3C 中国語Ⅱb 1 安力 秋 全学共通科目　外国語科目 G53
演習Ⅲ 2 熊澤輝一 秋 学科専攻科目　演習科目 C2E 中国語Ⅱb 1 胡金定 秋 全学共通科目　外国語科目 C63
演習Ⅲ 2 竹下智 秋 学科専攻科目　演習科目 C2D 中国語Ⅱb 1 鄭　　萍 秋 全学共通科目　外国語科目 B31
演習Ⅲ 2 柗永佳甫 秋 学科専攻科目　演習科目 C2C 朝鮮語Ⅱa 1 崔　孝先 秋 全学共通科目　外国語科目 A51
演習Ⅲ 2 坂本ひとみ 秋 学科専攻科目　演習科目 C2A 朝鮮語Ⅱa 1 朴英珠 秋 全学共通科目　外国語科目 E43
演習Ⅲ 2 島村幸忠 秋 学科専攻科目　演習科目 C2B 朝鮮語Ⅱb 1 松田由美子 秋 全学共通科目　外国語科目 E22

現代と哲学 2 青柳雅文 秋 全学共通科目　広域科目 G62
ﾌﾗﾝｽ語Ⅱa[講読] 1 中所聖一 春 全学共通科目　外国語科目 B33 現代と哲学 2 稲岡大志 秋 全学共通科目　広域科目 E41
ﾄﾞｲﾂ語Ⅲb[文法] 1 長縄寛 春 全学共通科目　外国語科目 C63 ｽﾎﾟｰﾂ実技B 2 三宅孝昭 秋 全学共通科目　広域科目 体育実技

ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅲb[文法] 1 牧野香織　 春 全学共通科目　外国語科目 B42 ﾃﾞｰﾀ分析と活用 2 北村慎也 秋 学科専攻科目　入門科目 D43
中国語Ⅰb 1 鄭　　萍 春 全学共通科目　外国語科目 B31 宗教と社会 2 森本聡 秋 学科専攻科目　基幹科目 E21
中国語Ⅱa 1 桂　小蘭 春 全学共通科目　外国語科目 B43 国際関係論 2 友次晋介 秋 学科専攻科目　領域科目 E31
中国語Ⅲa 1 浦元里花 春 全学共通科目　外国語科目 B22
朝鮮語Ⅲa 1 崔　孝先 春 全学共通科目　外国語科目 A51 英語Ⅰb[L&S] 1 藤枝豊 春 全学共通科目　外国語科目 C2B
日本語Ⅰa 1 松田由美子 春 全学共通科目　外国語科目 E22 ﾌﾗﾝｽ語Ⅰa[講読] 1 山口威 春 全学共通科目　外国語科目 E62
TOEICⅠ 2 富岡紀子 春 全学共通科目　外国語科目 E32 ﾌﾗﾝｽ語Ⅰb[文法] 1 秋吉孝浩 春 全学共通科目　外国語科目 G64
哲学入門 2 青柳雅文 春 全学共通科目　広域科目 G62 ﾌﾗﾝｽ語Ⅰb[文法] 1 久後貴行 春 全学共通科目　外国語科目 A23
現代の日本経済 2 言美伊知朗 春 全学共通科目　広域科目 D32 ﾄﾞｲﾂ語Ⅰb[文法] 1 長縄寛 春 全学共通科目　外国語科目 G63
法学入門 2 大塚泰寿　 春 全学共通科目　広域科目 G61 ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅰa[講読] 1 寺尾江利子 春 全学共通科目　外国語科目 A21
社会学入門 2 喜多満里花 春 全学共通科目　広域科目 D11 ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅱb[文法] 1 牧野香織　 春 全学共通科目　外国語科目 B42
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝの理論 2 三宅孝昭 春 全学共通科目　広域科目 D31 中国語Ⅰa 1 浦元里花 春 全学共通科目　外国語科目 B22
地理学入門 2 全ウンフィ 春 全学共通科目　広域科目 G42 中国語Ⅰb 1 安力 春 全学共通科目　外国語科目 G53
生物学入門 2 設樂哲弥　 春 全学共通科目　広域科目 C31 中国語Ⅰb 1 胡金定 春 全学共通科目　外国語科目 C63
Global Issues 2 内藤雅一 春 学科専攻科目　基礎科目 E33 中国語Ⅰb 1 鄭　　萍 春 全学共通科目　外国語科目 B31
ｱｼﾞｱ文化論 2 滝澤克彦 春 学科専攻科目　領域科目 E42 中国語Ⅱa 1 桂　小蘭 春 全学共通科目　外国語科目 B43
English Communication A 2 藤枝豊 春 学科専攻科目　英語ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ科目 C2B 朝鮮語Ⅰa 1 崔　孝先 春 全学共通科目　外国語科目 A51
卒業研究Ⅰ 2 友次晋介 春 学科専攻科目　演習科目 C2C 朝鮮語Ⅰa 1 朴英珠 春 全学共通科目　外国語科目 E43
卒業研究Ⅰ 2 河村賢 春 学科専攻科目　演習科目 C2D TOEICⅠ 2 山口修 春 全学共通科目　外国語科目 G43
ﾌﾗﾝｽ語Ⅰa[講読] 1 中所聖一 秋 全学共通科目　外国語科目 B33 ﾋﾞｼﾞﾈｽ英語Ⅰ 2 下吉真衣　 春 全学共通科目　外国語科目 E51
ﾄﾞｲﾂ語Ⅳb[文法] 1 長縄寛 秋 全学共通科目　外国語科目 C63 現代と哲学 2 稲岡大志 春 全学共通科目　広域科目 E41
ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅳb[文法] 1 牧野香織　 秋 全学共通科目　外国語科目 B42 人文地理学 2 全ウンフィ 春 全学共通科目　広域科目 C31
中国語Ⅰa 1 桂　小蘭 秋 全学共通科目　外国語科目 B43 心理学入門 2 富高智成 春 全学共通科目　広域科目 A33
中国語Ⅱb 1 鄭　　萍 秋 全学共通科目　外国語科目 B31 健康増進の理論 2 坪内伸司　 春 全学共通科目　広域科目 D32
中国語Ⅳa 1 浦元里花 秋 全学共通科目　外国語科目 B22 ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ概論 2 草薙信照 春 全学共通科目　広域科目 C5A
朝鮮語Ⅰa 1 朴英珠 秋 全学共通科目　外国語科目 E43 卒業研究Ⅰ 2 内藤雅一 春 学科専攻科目　演習科目 C2C
朝鮮語Ⅳa 1 崔　孝先 秋 全学共通科目　外国語科目 A51 卒業研究Ⅰ 2 柗永佳甫 春 学科専攻科目　演習科目 C2D
日本語Ⅱa 1 松田由美子 秋 全学共通科目　外国語科目 E22 英語Ⅱb[L&S] 1 藤枝豊 秋 全学共通科目　外国語科目 C2B
TOEICⅡ 2 富岡紀子 秋 全学共通科目　外国語科目 E32 ﾌﾗﾝｽ語Ⅱa[講読] 1 山口威 秋 全学共通科目　外国語科目 E62
現代と哲学 2 青柳雅文 秋 全学共通科目　広域科目 G62 ﾌﾗﾝｽ語Ⅱb[文法] 1 秋吉孝浩 秋 全学共通科目　外国語科目 G44
現代の倫理 2 安井絢子　 秋 全学共通科目　広域科目 E31 ﾌﾗﾝｽ語Ⅱb[文法] 1 久後貴行 秋 全学共通科目　外国語科目 A23
日本語表現 2 辻晶子 秋 全学共通科目　広域科目 D12 ﾄﾞｲﾂ語Ⅱb[文法] 1 長縄寛 秋 全学共通科目　外国語科目 G63
健康増進の理論 2 江藤幹 秋 全学共通科目　広域科目 E41 ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅱa[講読] 1 寺尾江利子 秋 全学共通科目　外国語科目 A21
地理学入門 2 全ウンフィ 秋 全学共通科目　広域科目 G42 中国語Ⅰa 1 桂　小蘭 秋 全学共通科目　外国語科目 B43
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ入門 2 濱田真輔　 秋 全学共通科目　広域科目 D44 中国語Ⅱa 1 浦元里花 秋 全学共通科目　外国語科目 B22
国際経済論 2 内藤雅一 秋 学科専攻科目　基礎科目 D42 中国語Ⅱb 1 安力 秋 全学共通科目　外国語科目 G53
ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ論 2 横山孝文 秋 学科専攻科目　基幹科目 C54 中国語Ⅱb 1 胡金定 秋 全学共通科目　外国語科目 C63
地域研究B 2 滝澤克彦 秋 学科専攻科目　領域科目 E33 中国語Ⅱb 1 鄭　　萍 秋 全学共通科目　外国語科目 B31
演習Ⅰ 2 沖浦文彦 秋 学科専攻科目　演習科目 C3C 朝鮮語Ⅱa 1 崔　孝先 秋 全学共通科目　外国語科目 A51
演習Ⅰ 2 熊澤輝一 秋 学科専攻科目　演習科目 C2E 朝鮮語Ⅱa 1 朴英珠 秋 全学共通科目　外国語科目 E43
演習Ⅰ 2 竹下智 秋 学科専攻科目　演習科目 C2D TOEICⅡ 2 山口修 秋 全学共通科目　外国語科目 G43
演習Ⅰ 2 柗永佳甫 秋 学科専攻科目　演習科目 C2C ﾋﾞｼﾞﾈｽ英語Ⅱ 2 下吉真衣　 秋 全学共通科目　外国語科目 E51
演習Ⅰ 2 坂本ひとみ 秋 学科専攻科目　演習科目 C2A ｽﾍﾟｲﾝ語演習 2 牧野香織　 秋 全学共通科目　外国語科目 B42
演習Ⅰ 2 島村幸忠 秋 学科専攻科目　演習科目 C2B 現代と宗教 2 森本　聡 秋 全学共通科目　広域科目 D21
卒業研究Ⅱ 2 友次晋介 秋 学科専攻科目　演習科目 C3C 人文地理学 2 全ウンフィ 秋 全学共通科目　広域科目 C31
卒業研究Ⅱ 2 河村賢 秋 学科専攻科目　演習科目 C3D 文学入門 2 辻晶子 秋 全学共通科目　広域科目 D12

卒業研究Ⅱ 2 内藤雅一 秋 学科専攻科目　演習科目 C2C
卒業研究Ⅱ 2 柗永佳甫 秋 学科専攻科目　演習科目 C2D
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ﾌﾗﾝｽ語Ⅱb[文法] 1 秋吉孝浩 春 全学共通科目　外国語科目 G64 哲学入門 2 稲岡大志 春 全学共通科目　広域科目 B21
ﾄﾞｲﾂ語Ⅳa[講読] 1 長縄寛 春 全学共通科目　外国語科目 G63 現代と宗教 2 森本　聡 春 全学共通科目　広域科目 D21
ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅳb[文法] 1 寺尾江利子 春 全学共通科目　外国語科目 A21 現代のﾋﾞｼﾞﾈｽ 2 鈴木雄也 春 全学共通科目　広域科目 D33
朝鮮語Ⅱa 1 崔　孝先 春 全学共通科目　外国語科目 A51 美術史 2 惣田くみ子 春 全学共通科目　広域科目 C31
ﾋﾞｼﾞﾈｽ英語Ⅰ 2 ヘイル 春 全学共通科目　外国語科目 B34 地球の科学 2 玉井雅人 秋 全学共通科目　広域科目 D31
ﾌﾗﾝｽ語演習 2 山口威 春 全学共通科目　外国語科目 E62
現代の心理学 2 富高智成 春 全学共通科目　広域科目 A33
美術史 2 惣田くみ子 春 全学共通科目　広域科目 C31
歴史学入門 2 山本正 春 全学共通科目　広域科目 D31
ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ概論 2 小川貴之 春 全学共通科目　広域科目 D42
環境政策 2 村上沙央里 春 学科専攻科目　領域科目 E21
ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙⅠ 2 坂本ひとみ 春 学科専攻科目　演習科目 C2B
卒業研究Ⅰ 2 熊澤輝一 春 学科専攻科目　演習科目 C2C
ﾌﾗﾝｽ語Ⅰb[文法] 1 秋吉孝浩 秋 全学共通科目　外国語科目 G44
ﾄﾞｲﾂ語Ⅲa[講読] 1 長縄寛 秋 全学共通科目　外国語科目 G63
ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅲb[文法] 1 寺尾江利子 秋 全学共通科目　外国語科目 A21
朝鮮語Ⅲa 1 崔　孝先 秋 全学共通科目　外国語科目 A51
ﾋﾞｼﾞﾈｽ英語Ⅱ 2 ヘイル 秋 全学共通科目　外国語科目 B34
現代と宗教 2 森本　聡 秋 全学共通科目　広域科目 D21
ﾖｰﾛｯﾊﾟの歴史 2 山本正 秋 全学共通科目　広域科目 D11
現代の法 2 四條北斗 秋 全学共通科目　広域科目 D12
地球の科学 2 玉井雅人 秋 全学共通科目　広域科目 D31
生活文化論 2 北村伊都子 秋 学科専攻科目　領域科目 B41
ｱｰﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 2 江藤慎介 秋 学科専攻科目　領域科目 D32
ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙⅡ 2 沖浦文彦 秋 学科専攻科目　演習科目 C2D
ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙⅡ 2 坂本ひとみ 秋 学科専攻科目　演習科目 C2B
卒業研究Ⅱ 2 熊澤輝一 秋 学科専攻科目　演習科目 C2C
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ｽﾎﾟｰﾂの理論 2 崔回淑 春 全学共通科目　広域科目 D42 英語Ⅰb[L&S] 1 森本恒平 春 全学共通科目　外国語科目 C2B
情報化社会と技術 2 竹下智 春 学科専攻科目　入門科目 D32 ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅰa[講読] 1 寺本あけみ 春 全学共通科目　外国語科目 A42
国際社会と日本文化 2 島村幸忠　他 春 学科専攻科目　基幹科目 B31 ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅰb[文法] 1 高岡麻衣 春 全学共通科目　外国語科目 A21
国際開発論 2 沖浦文彦 春 学科専攻科目　領域科目 E42 中国語Ⅰa 1 桜木陽子 春 全学共通科目　外国語科目 G44
演習Ⅱ 2 滝澤克彦 春 学科専攻科目　演習科目 C2A 中国語Ⅰa 1 島田順子 春 全学共通科目　外国語科目 G53
演習Ⅱ 2 藤枝豊 春 学科専攻科目　演習科目 C2B 中国語Ⅰa 1 楊麗珍 春 全学共通科目　外国語科目 G55
演習Ⅱ 2 藤本典嗣 春 学科専攻科目　演習科目 C2C 中国語Ⅰb 1 谷力 春 全学共通科目　外国語科目 B44
演習Ⅱ 2 山谷清秀 春 学科専攻科目　演習科目 C2D 中国語Ⅰb 1 張　　衛 春 全学共通科目　外国語科目 A41
演習Ⅲ 2 滝澤克彦 秋 学科専攻科目　演習科目 C2A 中国語Ⅰb 1 陳　昭宜 春 全学共通科目　外国語科目 G63
演習Ⅲ 2 藤枝豊 秋 学科専攻科目　演習科目 C2B 朝鮮語Ⅰa 1 大山高弘　 春 全学共通科目　外国語科目 B31
演習Ⅲ 2 藤本典嗣 秋 学科専攻科目　演習科目 C2C 朝鮮語Ⅰa 1 裵貴得　 春 全学共通科目　外国語科目 E42
演習Ⅲ 2 山谷清秀 秋 学科専攻科目　演習科目 C2D 朝鮮語Ⅰb 1 李美丹　 春 全学共通科目　外国語科目 E43

朝鮮語Ⅰb 1 李裕淑 春 全学共通科目　外国語科目 B21
英語Ⅲa[R&W] 1 古賀哲男 春 全学共通科目　外国語科目 C3C ﾋﾞｼﾞﾈｽ英語Ⅰ 2 武内正美 春 全学共通科目　外国語科目 B22
ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅱb[文法] 1 高岡麻衣 春 全学共通科目　外国語科目 A21 ｽﾎﾟｰﾂの理論 2 相原正道 春 全学共通科目　広域科目 D33
朝鮮語Ⅲa 1 李裕淑 春 全学共通科目　外国語科目 B21 ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ 2 酒井大策 春 学科専攻科目　領域科目 G42
中国語演習 2 楊麗珍 春 全学共通科目　外国語科目 B44 ﾂｰﾘｽﾞﾑ論 2 大和里美 春 学科専攻科目　領域科目 G61
教育学入門 2 樋口太郎 春 全学共通科目　広域科目 G42 Urban Geography 2 藤本典嗣 春 学科専攻科目　英語ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ科目 C2A
現代社会論 2 河村賢　　 春 全学共通科目　広域科目 D32 英語Ⅱb[L&S] 1 森本恒平 秋 全学共通科目　外国語科目 C2B
宇宙の科学 2 青木成一郎 春 全学共通科目　広域科目 D42 ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅱa[講読] 1 寺本あけみ 秋 全学共通科目　外国語科目 A42
ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ 2 濱田真輔　 春 全学共通科目　広域科目 D12 ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅱb[文法] 1 高岡麻衣 秋 全学共通科目　外国語科目 A22
日本語表現演習(話し方) 2 島田順子 春 全学共通科目　広域科目 G53 中国語Ⅱa 1 桜木陽子 秋 全学共通科目　外国語科目 G44
Basic English A 2 平松さやか 春 学科専攻科目　入門科目 C2A 中国語Ⅱa 1 島田順子 秋 全学共通科目　外国語科目 G53
Basic English A 2 森本恒平 春 学科専攻科目　入門科目 C2B 中国語Ⅱa 1 楊麗珍 秋 全学共通科目　外国語科目 G55
ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞｼﾝｷﾝｸﾞ 2 辻村和正 春 学科専攻科目　基幹科目 B31 中国語Ⅱb 1 谷力 秋 全学共通科目　外国語科目 B44
地域研究C 2 小川未空 春 学科専攻科目　領域科目 C4A 中国語Ⅱb 1 張　　衛 秋 全学共通科目　外国語科目 A41
国際協力論 2 沖浦文彦 春 学科専攻科目　領域科目 E42 中国語Ⅱb 1 陳　昭宜 秋 全学共通科目　外国語科目 G63
卒業研究Ⅰ 2 小林直三 春 学科専攻科目　演習科目 C3E 朝鮮語Ⅱa 1 大山高弘　 秋 全学共通科目　外国語科目 B31
英語Ⅳa[R&W] 1 古賀哲男 秋 全学共通科目　外国語科目 C3C 朝鮮語Ⅱa 1 裵貴得　 秋 全学共通科目　外国語科目 E42
ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅰb[文法] 1 高岡麻衣 秋 全学共通科目　外国語科目 A22 朝鮮語Ⅱb 1 李美丹　 秋 全学共通科目　外国語科目 E43
朝鮮語Ⅰb 1 李美丹　 秋 全学共通科目　外国語科目 E43 朝鮮語Ⅱb 1 李裕淑 秋 全学共通科目　外国語科目 B21
朝鮮語Ⅳa 1 李裕淑 秋 全学共通科目　外国語科目 B21 ﾋﾞｼﾞﾈｽ英語Ⅱ 2 武内正美 秋 全学共通科目　外国語科目 B22
現代の心理学 2 田中健吾 秋 全学共通科目　広域科目 G42 ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ概論 2 野山知子　 秋 全学共通科目　広域科目 E31
宇宙の科学 2 青木成一郎 秋 全学共通科目　広域科目 D42 ｱｶｳﾝﾃｨﾝｸﾞ 2 酒井大策 秋 学科専攻科目　基幹科目 G42
ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ 2 鴨谷香　　 秋 全学共通科目　広域科目 D12 ﾛｰｶﾙｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ論 2 山谷清秀 秋 学科専攻科目　領域科目 G62
日本語表現演習(書き方) 2 島田順子 秋 全学共通科目　広域科目 G53 観光産業論 2 大和里美 秋 学科専攻科目　領域科目 G61
Basic English B 2 平松さやか 秋 学科専攻科目　入門科目 C2A
Basic English B 2 森本恒平 秋 学科専攻科目　入門科目 C2B 英語Ⅰb[L&S] 1 森本恒平 春 全学共通科目　外国語科目 C6A
国際社会と教育 2 小川未空 秋 学科専攻科目　領域科目 E53 ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅱa[講読] 1 寺本あけみ 春 全学共通科目　外国語科目 A42
Development and Management 2 沖浦文彦 秋 学科専攻科目　英語ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ科目 G63 朝鮮語Ⅳa 1 李裕淑 春 全学共通科目　外国語科目 B21
演習Ⅰ 2 滝澤克彦 秋 学科専攻科目　演習科目 C2A 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 2 重光美恵 春 全学共通科目　外国語科目 C52
演習Ⅰ 2 藤枝豊 秋 学科専攻科目　演習科目 C2B ｱｼﾞｱの歴史 2 竹腰礼子 春 全学共通科目　広域科目 B44
演習Ⅰ 2 藤本典嗣 秋 学科専攻科目　演習科目 C2C 数学入門 2 梶原康史 春 全学共通科目　広域科目 B41
演習Ⅰ 2 山谷清秀 秋 学科専攻科目　演習科目 C2D 卒業研究Ⅰ 2 竹下智 春 学科専攻科目　演習科目 C2C
卒業研究Ⅱ 2 小林直三 秋 学科専攻科目　演習科目 C3E 卒業研究Ⅰ 2 藤枝豊 春 学科専攻科目　演習科目 C2D

卒業研究Ⅰ 2 島村幸忠 春 学科専攻科目　演習科目 C2E
英語Ⅰa[R&W] 1 古賀哲男 春 全学共通科目　外国語科目 C3C 社会ﾈｯﾄﾜｰｸ論 2 難波孝志 春 学科専攻科目　領域科目 D32
英語Ⅰa[R&W] 1 平松さやか 春 全学共通科目　外国語科目 C2A ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙⅠ 2 小林直三 春 学科専攻科目　演習科目 C2A
ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅰa[講読] 1 寺本あけみ 春 全学共通科目　外国語科目 A42 ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙⅠ 2 内藤雅一 春 学科専攻科目　演習科目 C2B
ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅰb[文法] 1 高岡麻衣 春 全学共通科目　外国語科目 A21 英語Ⅱb[L&S] 1 森本恒平 秋 全学共通科目　外国語科目 C6A
中国語Ⅰa 1 閻立 春 全学共通科目　外国語科目 E63 ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅲa 1 寺本あけみ 秋 全学共通科目　外国語科目 A42
中国語Ⅰa 1 桜木陽子 春 全学共通科目　外国語科目 G44 日本語Ⅱb 1 島田順子 秋 全学共通科目　外国語科目 G53
中国語Ⅰa 1 島田順子 春 全学共通科目　外国語科目 G53 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 2 重光美恵 秋 全学共通科目　外国語科目 C52
中国語Ⅰa 1 楊麗珍 春 全学共通科目　外国語科目 G55 朝鮮語演習 2 李裕淑 秋 全学共通科目　外国語科目 B21
中国語Ⅰb 1 谷力 春 全学共通科目　外国語科目 B44 日本の憲法 2 藤澤宏樹 秋 全学共通科目　広域科目 D41
中国語Ⅰb 1 張　　衛 春 全学共通科目　外国語科目 A41 現代の数学 2 大下顕弘 秋 全学共通科目　広域科目 B31
中国語Ⅰb 1 陳　昭宜 春 全学共通科目　外国語科目 G63 現代の数学 2 梶原康史 秋 全学共通科目　広域科目 B33
朝鮮語Ⅰa 1 大山高弘　 春 全学共通科目　外国語科目 B31 ﾒﾃﾞｨｱと社会 2 西田裕美 秋 学科専攻科目　領域科目 D32
朝鮮語Ⅰa 1 裵貴得　 春 全学共通科目　外国語科目 E42 ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙⅡ 2 熊澤輝一 秋 学科専攻科目　演習科目 C5A
朝鮮語Ⅰb 1 李美丹　 春 全学共通科目　外国語科目 E43 ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙⅡ 2 小林直三 秋 学科専攻科目　演習科目 C2A
朝鮮語Ⅰb 1 李裕淑 春 全学共通科目　外国語科目 B21 ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙⅡ 2 滝澤克彦 秋 学科専攻科目　演習科目 C5B
心理学入門 2 田中健吾 春 全学共通科目　広域科目 D41 ｱｶﾃﾞﾐｯｸｽｷﾙⅡ 2 内藤雅一 秋 学科専攻科目　演習科目 C2B
心理学入門 2 松田幸弘 春 全学共通科目　広域科目 A33 卒業研究Ⅱ 2 竹下智 秋 学科専攻科目　演習科目 C2C
健康増進の理論 2 福本直子 春 全学共通科目　広域科目 D32 卒業研究Ⅱ 2 藤枝豊 秋 学科専攻科目　演習科目 C2D
物理学入門 2 青木成一郎 春 全学共通科目　広域科目 D33 卒業研究Ⅱ 2 島村幸忠 秋 学科専攻科目　演習科目 C2E
ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ 2 濱田真輔　 春 全学共通科目　広域科目 D12
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ･ｽﾀﾃﾞｨ 2 竹下智 春 学科専攻科目　共創科目 C2B ｱｼﾞｱの歴史 2 竹腰礼子 春 全学共通科目　広域科目 B44
英語Ⅱa[R&W] 1 古賀哲男 秋 全学共通科目　外国語科目 C3C 現代の法 2 四條北斗 春 全学共通科目　広域科目 E22
英語Ⅱa[R&W] 1 平松さやか 秋 全学共通科目　外国語科目 C2A
ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅱa[講読] 1 寺本あけみ 秋 全学共通科目　外国語科目 A42
ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅱb[文法] 1 高岡麻衣 秋 全学共通科目　外国語科目 A22
中国語Ⅱa 1 閻立 秋 全学共通科目　外国語科目 E63
中国語Ⅱa 1 桜木陽子 秋 全学共通科目　外国語科目 G44
中国語Ⅱa 1 島田順子 秋 全学共通科目　外国語科目 G53
中国語Ⅱa 1 楊麗珍 秋 全学共通科目　外国語科目 G55
中国語Ⅱb 1 谷力 秋 全学共通科目　外国語科目 B44
中国語Ⅱb 1 張　　衛 秋 全学共通科目　外国語科目 A41
中国語Ⅱb 1 陳　昭宜 秋 全学共通科目　外国語科目 G63
朝鮮語Ⅱa 1 大山高弘　 秋 全学共通科目　外国語科目 B31
朝鮮語Ⅱa 1 裵貴得　 秋 全学共通科目　外国語科目 E42
朝鮮語Ⅱb 1 李美丹　 秋 全学共通科目　外国語科目 E43
朝鮮語Ⅱb 1 李裕淑 秋 全学共通科目　外国語科目 B21
ﾌﾗﾝｽ語演習 2 鈴木隆芳 秋 全学共通科目　外国語科目 C3A
現代の心理学 2 松田幸弘 秋 全学共通科目　広域科目 A33
健康増進の理論 2 福本直子 秋 全学共通科目　広域科目 D32
現代と物理学 2 青木成一郎 秋 全学共通科目　広域科目 E21
ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ概論 2 野山知子　 秋 全学共通科目　広域科目 E31
ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ 2 鴨谷香　　 秋 全学共通科目　広域科目 D12
情報産業論 2 竹下智 秋 学科専攻科目　領域科目 E41
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ﾄﾞｲﾂ語Ⅱb[文法] 1 甲斐浩一 春 全学共通科目　外国語科目 A23 英語Ⅰa[R&W] 1 菅原愛理 春 全学共通科目　外国語科目 C2D
ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅲa[講読] 1 ヘラルド 春 全学共通科目　外国語科目 A41 ﾌﾗﾝｽ語Ⅰa[講読] 1 秋吉孝浩 春 全学共通科目　外国語科目 G64
芸術学入門 2 吉村健一 春 全学共通科目　広域科目 A33 ﾌﾗﾝｽ語Ⅰa[講読] 1 大場千景 春 全学共通科目　外国語科目 E23
社会調査法入門 2 小松亜紀子 春 学科専攻科目　入門科目 D12 ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅰa[講読] 1 河邉真次 春 全学共通科目　外国語科目 E22
Reading and Writing A 2 古賀哲男 春 学科専攻科目　英語ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ科目 C2A ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅰb[文法] 1 神崎隼人　 春 全学共通科目　外国語科目 B22
ﾄﾞｲﾂ語Ⅰb[文法] 1 甲斐浩一 秋 全学共通科目　外国語科目 A23 ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅰb[文法] 1 新谷美紀子 春 全学共通科目　外国語科目 A21
ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅳa[講読] 1 ヘラルド 秋 全学共通科目　外国語科目 A41 中国語Ⅰa 1 和泉ひとみ 春 全学共通科目　外国語科目 B34
ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ 2 鴨谷香 秋 全学共通科目　広域科目 D12 中国語Ⅰa 1 張　　衛 春 全学共通科目　外国語科目 A41
政治学 2 井口吉男 秋 学科専攻科目　基幹科目 D31 中国語Ⅰa 1 山内一恵 春 全学共通科目　外国語科目 G52
Reading and Writing B 2 古賀哲男 秋 学科専攻科目　英語ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ科目 C2A 中国語Ⅰb 1 陳　昭宜 春 全学共通科目　外国語科目 G63

中国語Ⅰb 1 パン新平 春 全学共通科目　外国語科目 A34
ﾌﾗﾝｽ語Ⅱb[文法] 1 大場千景 春 全学共通科目　外国語科目 E23 朝鮮語Ⅰa 1 崔　孝先 春 全学共通科目　外国語科目 A51
ﾌﾗﾝｽ語Ⅲa[講読] 1 秋吉孝浩 春 全学共通科目　外国語科目 G64 朝鮮語Ⅰb 1 李裕淑 春 全学共通科目　外国語科目 B21
ﾄﾞｲﾂ語Ⅲa[講読] 1 甲斐浩一 春 全学共通科目　外国語科目 A23 朝鮮語Ⅰb 1 金美華 春 全学共通科目　外国語科目 B31
ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅰa[講読] 1 河邉真次 春 全学共通科目　外国語科目 E22 日本語Ⅴb 1 島田順子 春 全学共通科目　外国語科目 G53
ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅲa[講読] 1 ヘラルド 春 全学共通科目　外国語科目 A41 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 2 ボイル 春 全学共通科目　外国語科目 C51
中国語Ⅰb 1 パン新平 春 全学共通科目　外国語科目 A21 化学入門 2 橘典子 春 全学共通科目　広域科目 D41
中国語Ⅲa 1 和泉ひとみ 春 全学共通科目　外国語科目 B34 統計学入門 2 中野統英 春 全学共通科目　広域科目 D21
朝鮮語Ⅲb 1 金美華 春 全学共通科目　外国語科目 B31 ｱｼﾞｱ経済論 2 吉川真裕 春 学科専攻科目　基幹科目 D32
日本語Ⅲb 1 島田順子 春 全学共通科目　外国語科目 G53 英語Ⅱa[R&W] 1 菅原愛理 秋 全学共通科目　外国語科目 C2D
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 2 テニーシャ 春 全学共通科目　外国語科目 E42 ﾌﾗﾝｽ語Ⅱa[講読] 1 秋吉孝浩 秋 全学共通科目　外国語科目 G44
政治学入門 2 井口吉男 春 全学共通科目　広域科目 D31 ﾌﾗﾝｽ語Ⅱa[講読] 1 大場千景 秋 全学共通科目　外国語科目 E23
ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ 2 鴨谷香 春 全学共通科目　広域科目 D12 ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅱa[講読] 1 河邉真次 秋 全学共通科目　外国語科目 E22
Basic English A 2 北村ひろよ 春 学科専攻科目　入門科目 C2C ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅱb[文法] 1 神崎隼人　 秋 全学共通科目　外国語科目 B22
Basic English A 2 菅原愛理 春 学科専攻科目　入門科目 C2D ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅱb[文法] 1 新谷美紀子 秋 全学共通科目　外国語科目 A21
社会思想史 2 北田了介 春 学科専攻科目　基幹科目 D42 中国語Ⅱa 1 和泉ひとみ 秋 全学共通科目　外国語科目 B34
英文法 2 古賀哲男 春 学科専攻科目　英語ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ科目 C2A 中国語Ⅱa 1 張　　衛 秋 全学共通科目　外国語科目 A41
ﾌﾗﾝｽ語Ⅳa[講読] 1 秋吉孝浩 秋 全学共通科目　外国語科目 G44 中国語Ⅱa 1 山内一恵 秋 全学共通科目　外国語科目 G52
ﾄﾞｲﾂ語Ⅳa[講読] 1 甲斐浩一 秋 全学共通科目　外国語科目 A23 中国語Ⅱb 1 陳　昭宜 秋 全学共通科目　外国語科目 G63
ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅳa[講読] 1 ヘラルド 秋 全学共通科目　外国語科目 A41 中国語Ⅱb 1 パン新平 秋 全学共通科目　外国語科目 A34
中国語Ⅱb 1 パン新平 秋 全学共通科目　外国語科目 A21 朝鮮語Ⅱa 1 崔　孝先 秋 全学共通科目　外国語科目 A51
中国語Ⅳa 1 和泉ひとみ 秋 全学共通科目　外国語科目 B34 朝鮮語Ⅱb 1 李裕淑 秋 全学共通科目　外国語科目 B21
朝鮮語Ⅳb 1 金美華 秋 全学共通科目　外国語科目 B31 朝鮮語Ⅱb 1 金美華 秋 全学共通科目　外国語科目 B31
日本語Ⅳb 1 島田順子 秋 全学共通科目　外国語科目 G53 日本語Ⅵb 1 島田順子 秋 全学共通科目　外国語科目 G53
英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 2 テニーシャ 秋 全学共通科目　外国語科目 E42 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 2 ボイル 秋 全学共通科目　外国語科目 C51
現代の心理学 2 増田千景 秋 全学共通科目　広域科目 D21 現代と化学 2 橘典子 秋 全学共通科目　広域科目 G41
現代の政治 2 井口吉男 秋 全学共通科目　広域科目 D11 現代と統計 2 中野統英 秋 全学共通科目　広域科目 D21
ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ 2 鴨谷香 秋 全学共通科目　広域科目 D12 English Communication B 2 北村ひろよ 秋 学科専攻科目　英語ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ科目 C2B
Basic English B 2 北村ひろよ 秋 学科専攻科目　入門科目 C2C
Basic English B 2 菅原愛理 秋 学科専攻科目　入門科目 C2D ﾌﾗﾝｽ語Ⅰa[講読] 1 大場千景 春 全学共通科目　外国語科目 E23
多文化共生論 2 神崎隼人　 秋 学科専攻科目　領域科目 D42 ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅱa[講読] 1 河邉真次 春 全学共通科目　外国語科目 E22
英語文学B 2 古賀哲男 秋 学科専攻科目　英語ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ科目 C2A 中国語Ⅰa 1 山内一恵 春 全学共通科目　外国語科目 G52

中国語Ⅳb 1 パン新平 春 全学共通科目　外国語科目 A34
英語Ⅰa[R&W] 1 菅原愛理 春 全学共通科目　外国語科目 C2D 朝鮮語Ⅱb 1 金美華 春 全学共通科目　外国語科目 B31
ﾌﾗﾝｽ語Ⅰa[講読] 1 秋吉孝浩 春 全学共通科目　外国語科目 G64 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 2 ボイル 春 全学共通科目　外国語科目 C51
ﾌﾗﾝｽ語Ⅰa[講読] 1 大場千景 春 全学共通科目　外国語科目 E23 倫理学入門 2 鈴木竜雄 春 全学共通科目　広域科目 D33
ﾄﾞｲﾂ語Ⅰa[講読] 1 甲斐浩一 春 全学共通科目　外国語科目 A23 政治学入門 2 井口吉男 春 全学共通科目　広域科目 D31
ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅰa[講読] 1 河邉真次 春 全学共通科目　外国語科目 E22 化学入門 2 橘典子 春 全学共通科目　広域科目 D41
ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅰb[文法] 1 神崎隼人　 春 全学共通科目　外国語科目 B22 統計学入門 2 中野統英 春 全学共通科目　広域科目 D21
ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅰb[文法] 1 新谷美紀子 春 全学共通科目　外国語科目 A21 日本経済論 2 吉川真裕 春 学科専攻科目　基幹科目 D32
中国語Ⅰa 1 和泉ひとみ 春 全学共通科目　外国語科目 B34 事業創造論 2 瓶内栄作 春 学科専攻科目　領域科目 B21
中国語Ⅰa 1 張　　衛 春 全学共通科目　外国語科目 A41 英語学概論 2 山本英一　 春 学科専攻科目　英語ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ科目 D42
中国語Ⅰa 1 山内一恵 春 全学共通科目　外国語科目 G52 ﾌﾗﾝｽ語Ⅱa[講読] 1 大場千景 秋 全学共通科目　外国語科目 E23
中国語Ⅰb 1 陳　昭宜 春 全学共通科目　外国語科目 G63 ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅰa[講読] 1 河邉真次 秋 全学共通科目　外国語科目 E22
中国語Ⅰb 1 パン新平 春 全学共通科目　外国語科目 A34 中国語Ⅱa 1 山内一恵 秋 全学共通科目　外国語科目 G52
朝鮮語Ⅰa 1 崔　孝先 春 全学共通科目　外国語科目 A51 中国語Ⅲb 1 パン新平 秋 全学共通科目　外国語科目 A34
朝鮮語Ⅰb 1 李裕淑 春 全学共通科目　外国語科目 B21 朝鮮語Ⅲb 1 金美華 秋 全学共通科目　外国語科目 B31
朝鮮語Ⅰb 1 金美華 春 全学共通科目　外国語科目 B31 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 2 ボイル 秋 全学共通科目　外国語科目 C51
日本語Ⅰb 1 島田順子 春 全学共通科目　外国語科目 G53 倫理学入門 2 鈴木竜雄 秋 全学共通科目　広域科目 D33
TOEICⅠ 2 藤岡住恵 春 全学共通科目　外国語科目 A22 現代の政治 2 井口吉男 秋 全学共通科目　広域科目 D11
倫理学入門 2 鈴木竜雄 春 全学共通科目　広域科目 D33 現代と化学 2 橘典子 秋 全学共通科目　広域科目 G41
政治学入門 2 井口吉男 春 全学共通科目　広域科目 D31 地誌 2 長谷川達也 秋 全学共通科目　広域科目 D31
ｷｬﾘｱﾃﾞｻﾞｲﾝ 2 鴨谷香　　　 春 全学共通科目　広域科目 D12 統計学入門 2 中野統英 秋 全学共通科目　広域科目 D21
地域研究A 2 古賀哲男 春 学科専攻科目　領域科目 C2A 国際社会と外交 2 町田穂高 秋 学科専攻科目　領域科目 D32
Listening and Speaking A 2 北村ひろよ 春 学科専攻科目　英語ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ科目 C2B ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ論 2 宗田勝也 秋 学科専攻科目　領域科目 D42
英語Ⅱa[R&W] 1 菅原愛理 秋 全学共通科目　外国語科目 C2D 英語音声学 2 山本英一　 秋 学科専攻科目　英語ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ科目 D42
ﾌﾗﾝｽ語Ⅱa[講読] 1 秋吉孝浩 秋 全学共通科目　外国語科目 G44
ﾌﾗﾝｽ語Ⅱa[講読] 1 大場千景 秋 全学共通科目　外国語科目 E23 地理学入門 2 長谷川達也 春 全学共通科目　広域科目 D31
ﾄﾞｲﾂ語Ⅱa[講読] 1 甲斐浩一 秋 全学共通科目　外国語科目 A23
ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅱa[講読] 1 河邉真次 秋 全学共通科目　外国語科目 E22
ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅱb[文法] 1 神崎隼人　 秋 全学共通科目　外国語科目 B22
ｽﾍﾟｲﾝ語Ⅱb[文法] 1 新谷美紀子 秋 全学共通科目　外国語科目 A21
中国語Ⅱa 1 和泉ひとみ 秋 全学共通科目　外国語科目 B34 健康増進の理論 2 橋爪裕 春 全学共通科目　広域科目 D32
中国語Ⅱa 1 張　　衛 秋 全学共通科目　外国語科目 A41
中国語Ⅱa 1 山内一恵 秋 全学共通科目　外国語科目 G52
中国語Ⅱb 1 陳　昭宜 秋 全学共通科目　外国語科目 G63
中国語Ⅱb 1 パン新平 秋 全学共通科目　外国語科目 A34
朝鮮語Ⅱa 1 崔　孝先 秋 全学共通科目　外国語科目 A51
朝鮮語Ⅱb 1 李裕淑 秋 全学共通科目　外国語科目 B21
朝鮮語Ⅱb 1 金美華 秋 全学共通科目　外国語科目 B31
日本語Ⅱb 1 島田順子 秋 全学共通科目　外国語科目 G53
TOEICⅢ 2 藤岡住恵 秋 全学共通科目　外国語科目 A22
倫理学入門 2 鈴木竜雄 秋 全学共通科目　広域科目 D33
現代の政治 2 井口吉男 秋 全学共通科目　広域科目 D11
共通特殊講義 2 山本俊一郎 秋 全学共通科目　広域科目 E61
都市ﾃﾞｻﾞｲﾝ論 2 鵜飼修　 秋 学科専攻科目　領域科目 D32
Listening and Speaking B 2 北村ひろよ 秋 学科専攻科目　英語ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ科目 C2B
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時
限

開講科目名
単
位

担当者
開講
区分

科目区分 教室

法学入門 2 栗城利明 春 全学共通科目　広域科目 G62

法学入門 2 栗城利明 春 全学共通科目　広域科目 G62
自然地理学 2 別所秀高 春 全学共通科目　広域科目 E21

自然地理学 2 別所秀高 春 全学共通科目　広域科目 E21

時
限

開講科目名
単
位

担当者
開講
区分

科目区分 教室

語学研修 2 大野あずさ 他 集中 全学共通科目　広域科目 C4C
Development of Multicultural Awareness 2 島村幸忠 集中 学科専攻科目　入門科目 D12
国際保健論 2 鈴木高史 集中 学科専攻科目　領域科目 E22
地域ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 2 飯盛義徳 集中 学科専攻科目　領域科目 E32
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ﾘｻｰﾁA 2 梅村仁 集中 学科専攻科目　共創科目 C3A
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ﾘｻｰﾁB 2 大和里美 集中 学科専攻科目　共創科目 C3B
ﾛｰｶﾙ･ﾘｻｰﾁA 2 酒井大策 集中 学科専攻科目　共創科目 C2A
ﾛｰｶﾙ･ﾘｻｰﾁB 2 坂本ひとみ 集中 学科専攻科目　共創科目 C2B
国際共創ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 2 沖浦文彦 集中 学科専攻科目　共創科目 C4A

国際共創学部_時間割表_土曜日
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⼤阪経済⼤学教授会規程 
2015 年 3 ⽉ 17 ⽇制定 
2022 年 3 ⽉ 15 ⽇改正 

（趣旨） 
第１条 この規程は、⼤阪経済⼤学学則（以下「学則」という。）第５条に基づき、各学部に置く教授会
（以下「学部教授会」という。）の運営および学部教授会に関わる校務について必要な事項を定める。 

（審議事項）  
第２条 学部教授会は、次の事項を審議し、学⻑に意⾒を述べるものとする。 
(１) 学⽣の⼊学、卒業および課程の修了に関する事項
(２) 学位の授与に関する事項
(３) 前⼆号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意⾒を聴くことが必要なも
のとして学⻑が定める事項
２ 学部教授会は、前項に規定するもののほか、学⻑および学部⻑等がつかさどる教育研究に関する次
の事項について審議し、および学⻑または学部⻑等の求めに応じ、意⾒を述べることができる。
(１) 学部の機構、組織ならびに制度に関する事項
(２) 学則ならびに学部諸規程の制定、改廃に関する事項
(３) 学部⻑候補者の選出に関する事項
(４) 教員の任免、昇降任に関する事項
(５) 前２号を除く副学部⻑その他の教員の⼈事に関する事項
(６) 教授および研究に関する事項
(７) 学科、課程、授業および学業評価に関する事項
(８) 学⽣⽣活に関する事項
(９) 学⽣の賞罰に関する事項
(10) その他教育研究に関する事項で学⻑または学部⻑等から諮問された事項
３ 全学に共通する教育研究に関する重要事項を審議し、学⻑の求めに応じ意⾒を述べるため学部教授
会を合同で⾏うことができる（以下、学部合同教授会という）。 
４ 学⻑が⾃らの校務に関して教授会の意⾒を本条１項（３）号によって聴く場合、本条２項各号の事項
と重なる場合がある。 

（構成員）  
第３条 学部教授会は、学部に所属している専任教員をもって構成する。 
２ 学部⻑は、必要があると認めたときは、教授会構成員以外の教職員を教授会に出席させ報告または
意⾒を求めることができる。 
３ 学部合同教授会は、各学部教授会の構成員のすべての者をもって構成する。 

（招集）  
第４条 学部教授会は、学部⻑がこれを招集し、その議⻑となる。 
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２ やむを得ない事情のため、学部⻑が⽋席する場合は、予め学部⻑の指名する者が、これを代⾏する。 
３ 学部合同教授会は、学⻑が招集し、その議⻑となる。 
 
第５条 学部⻑は、学⻑または学部教授会構成員の３分の１以上の者から、会議に付すべき議題を⽰し
て会議の招集を請求された場合は、すみやかに教授会を招集しなければならない。 
２ 学⻑は、学部合同教授会構成員の３分の１以上の者から、会議に付すべき議題を⽰して会議の招集
を請求された場合は、すみやかに学部合同教授会を招集しなければならない。 
３ 前⼆項において、学部教授会または学部合同教授会の招集を請求する者は、「招集請求書」（別紙様
式）を企画部教学企画課へ提出しなければならない。「招集請求書」の提出は、企画部教学企画課への直
接の持参か、本学が発⾏した個⼈⽤メールアカウントから発信されたメールに限るものとする。 
 
第６条 会議事項は、原則として開催⽇の３⽇前までにこれを公⽰しなければならない。 
 
（定⾜数） 
第７条 学部教授会および学部合同教授会は、構成員の過半数の出席がなければ開くことができない。 
２ 留学および事故のため引き続き３カ⽉以上教授会に出席できない者があるときは、学部教授会の意
⾒を聴いて学部⻑は、その期間その者を教授会構成員の員数から除外することができる。  
 
（合意）  
第８条 学部教授会および学部合同教授会が審議事項について合意を必要とする場合には、出席教授会
構成員の過半数の同意によることを原則とする。ただし、学則の制定、改廃、および教員の任免、昇降任
については３分の２以上の同意による。 
 
（校務協議会） 
第９条 教授会に関わる校務を協議するため、校務協議会を置く。 
２ 校務協議会は学⻑、副学⻑、学⻑補佐、学部⻑をもって構成する。 
３ 校務協議会は、学⻑が招集し、その議⻑となる。 
４ 校務協議会の運営について必要な事項は別に定める。 
 
（議事録）  
第 10 条 学部教授会および学部合同教授会の議事は、議⻑の責任においてこれを記録し、保存するもの
とする。 
 
（改廃） 
第 11 条 この規程の改廃は、教授会および学⻑の意⾒を聴いて理事会が⾏う。 
 
附 則  
１ この規程は、2015 年 3 ⽉ 17 ⽇に制定し、同年 4 ⽉ 1 ⽇から施⾏する。この規程の施⾏により、「⼤
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阪経済⼤学経済学部教授会規程」、「⼤阪経済⼤学経営学部教授会規程」、「⼤阪経済⼤学情報社会学部教
授会規程」および「⼤阪経済⼤学⼈間科学部教授会規程」は廃⽌する。 
２ この規程は、2018 年 4 ⽉ 24 ⽇に改正し、2018 年 5 ⽉ 1 ⽇から施⾏する。 
３ この規程は、2019 年 3 ⽉ 19 ⽇に改正し、同⽇から施⾏する。 
４ この規程は、2019 年 9 ⽉ 24 ⽇に改正し、同⽇から施⾏する。 
５ この規程は、2022 年 3 ⽉ 15 ⽇に改正し、2022 年 4 ⽉ 1 ⽇から施⾏する。 
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⼤阪経済⼤学学⻑会議規程
2021 年 12 ⽉ 7 ⽇制定

（⽬的）
第１条 ⼤阪経済⼤学学⻑会議（以下「会議」という。）は、本学の教学全般に関する諸課
題について協議することを⽬的とする。

（構成員）
第２条 会議は、次の者をもって構成する。
(１) 学⻑
(２) 副学⻑
(３) 学⻑補佐
(４) 事務局⻑
(５) 事務局次⻑
２ その他、学⻑が必要と認めたときは、構成員以外の者を会議に出席させることができる。 

（任期）
第３条 構成員の任期は、その職にある期間とする。

（招集）
第４条 会議は、学⻑が招集し、議⻑となる。

（定⾜数）
第５条 会議は、第２条第１項に定める構成員の過半数の出席がなければ開くことができ
ない。

（協議事項）
第６条 会議は、次の事項を協議する。
(１) 教学の管理運営に関する事項
(２) 校務協議会において、協議、連絡調整が必要な事項
(３) その他、学⻑が必要と認める事項

（議事録）
第７条 会議の議事は、議⻑の責任においてこれを記録し、保存するものとする。

（事務）
第８条 会議の事務は、企画部教学企画課において⾏う。

（改廃）
第９条 この規程の改廃は、会議の意⾒を聴いて、学⻑が⾏う。
附則
１ この規程は、2021 年 12 ⽉ 7 ⽇に制定し、2022 年 4 ⽉ 1 ⽇より施⾏する。
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校務協議会規程 
2016年 3 月 10 日制定 
2022年 3 月 15 日改正 

（趣旨） 
第１条 この規程は、大阪経済大学教授会規程第９条第４項に基づき、校務協議会の運営に
ついて必要な事項を定める。 
(協議、連絡調整事項) 
第２条 校務協議会は、教授会に関わる校務および教育研究に関する次の事項の協議、連絡
調整を行う。 
(１) 各教授会に共通する議題および審議内容に関する事項。
(２) 教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴くことが必要なものとして学長が
定める事項。
(３) 学長および学部長等がつかさどる教育研究に関する事項で、教授会の意見を聴くこと
が必要なものとして学長または学部長等が求める事項。
(４) 教授会の意見を聴くことが必要なものとして理事会が求める事項。
(５) 教授会の意見を聴いて、学長または、理事会が決定した事項のうち、教授会に報告す
る事項。
(６) その他教育研究に関する事項。
（構成員）
第３条 校務協議会の構成員は、大阪経済大学教授会規程第９条第２項に定める者をもっ
て構成する。
２ 学長は、必要があると認めたときは、校務協議会構成員以外の者を校務協議会に出席さ
せ、報告または意見を求めることができる。
３ 構成員の任期はその役職在任期間とする。
（招集）
第４条 校務協議会は、学長が招集し、その議長となる。
２ 学長に支障あるときは、あらかじめ校務協議会において定めた順位に従い、構成員が議
長を務める。
（議事録）
第５条 校務協議会の議事は、議長の責任においてこれを記録し、保存するものとする。
（事務）
第６条 校務協議会の事務は、教学企画課において行う。
（改廃）
第７条 この規程の改廃は、校務協議会が発議し、教授会の意見を聴いて、学長が行う。
附 則 
１ 本規程は、2016 年 3月 10 日に制定し、同日から施行する。 
２ 本規程は、2019 年 11 月 15 日に改正し、同年 4 月 1日から適用する。 
３ 本規程は、2022 年 3月 15 日に改正し、同年 4月 1日から施行する。 
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全学ＦＤ委員会規程 
2019年 6 月 14 日改正 

（目的） 
第１条 本学の教育理念に基づく教員に求められる諸活動について、その資質向上を図る
ファカルティ・ディベロップメント（以下「ＦＤ」という）の推進を目的に全学ＦＤ委員会
（以下「本委員会」という）を設置する。
（事業）
第２条 前条の目的を達成するため、本委員会は以下の事業を行う。
(１) 教育活動を改善するための、全学および学部、研究科における施策の検討と実施
(２) 研究活動の活性化および社会貢献等の資質向上を図るための、全学および学部、研究
科における施策の検討と実施
(３) ＦＤに関わる資料、情報の収集と学内広報
(４) その他ＦＤに関係する事項
（構成）
第３条 本委員会は次の各号の委員をもって構成する。
(１) 教育・学習支援センター センター長
(２) 教育・学習支援センター 副センター長
(３) 各学部から選出された教員１名（ただし、研究科に所属する教員に限る）
(４) 学長が指名する教員１名
(５) 教務部長
(６) 教育・研究支援・社会連携部長
２ 本委員会の委員長は、教育・学習支援センターセンター長がこれにあたる。 
（任期） 
第４条 委員の任期は１年とする。ただし、再任を妨げない。 
２ 任期途中に交代した委員の任期は前任者の残任期間とする。 
（運営） 
第５条 委員会は委員長が招集し、議事を進行する。 
２ 委員会は構成員の過半数の出席によって成立し、その議決は、出席委員の過半数をもっ
て決する。可否同数のときは、委員長の決するところによる。 
３ 委員会は、必要に応じ、委員以外の者の出席を求めて意見を聞くことができる。 
（事務） 
第６条 本委員会に係る事務は教育・学習支援センター事務課が主管する。 
（改廃） 
第７条 本規程の改廃は全学ＦＤ委員会および教授会の意見を聴いて、学長が行う。 
附則 
１ この規程は、2008年 7 月 25 日から施行する。 
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